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国
宝
室

絵
画
・
書
跡
の
国
宝
作
品
を
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
空
間
で
心
静
か
に
鑑
賞
す
る
た
め
に
、

特
別
に
設
け
た
展
示
室
で
す
。
東
京
国
立
博

物
館
に
所
蔵
、
あ
る
い
は
寄
託
さ
れ
て
い
る

国
宝
か
ら
、
と
く
に
よ
り
す
ぐ
っ
た
作
品
を

一
件
ず
つ
展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
11
日

'

普
賢
菩
薩
像

平
安
時
代
・
12
世
紀

10
月
13
日
〜
11
月
21
日

'

鳥
獣
人
物
戯
画
巻

甲
巻

平
安
時
代
・
12
世
紀

京
都
・
高
山
寺
蔵

11
月
23
日
〜
12
月
26
日

'

華
厳
宗
祖
師
絵
伝

元
暁
絵

巻
上

鎌
倉
時
代
・
13
世
紀

京
都
・
高
山
寺
蔵

2
0
0
5
年
1
月
2
日
〜
2
月
13
日

'

白
氏
詩
巻

藤
原
行
成
筆

平
安
時
代
・
寛
仁
2
年
（
1
0
1
8
）

2
月
15
日
〜
3
月
27
日

'

伝
藤
原
光
能
像

鎌
倉
時
代
・
13
世
紀

京
都
・
神
護
寺
蔵

3
月
29
日
〜
5
月
8
日

'

秋
冬
山
水
図

雪
舟
等
楊
筆

室
町
時
代
・
15
世
紀

日
本
美
術
の
あ
け
ぼ
の

―
縄
文
・
弥
生
・
古
墳

お
よ
そ
1
2
0
0
0
年
前
に
始
ま
る
縄

文
時
代
の
土
器
や
土
偶
の
造
形
が
「
日
本
美

術
の
流
れ
」の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
つ
づ
い
て
、

弥
生
時
代
の
土
器
と
銅
鐸
な
ど
の
金
属
器
、

古
墳
時
代
の
土
師
器
・
須
恵
器
・
埴
輪
な
ど

の
焼
き
物
の
造
形
美
、
鏡
・
武
器
・
武
具
・

2●

東
京
国
立
博
物
館
本
館（
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

2
0
0
4
年
9
月
1
日
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ー
プ
ン

日
本
美
術
の
1
2
0
0
0
年
が
ぜ
ん
ぶ
わ
か
る

日
本
美
術
の
殿
堂
、東
京
国
立
博
物
館
の
本
館（
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

2
階
の
時
代
別
展
示「
日
本
美
術
の
流
れ
」は
、時
代
ご
と
の
テ
ー
マ
性
を
強
く
打
ち
出
し
、

よ
り
時
代
の
流
れ
を
つ
か
み
や
す
く
、わ
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

1
階
を
中
心
と
し
た
分
野
別
展
示
も
構
成
を
見
直
し
、質
・
量
と
も
に
さ
ら
に
充
実
し
た
平
常
展
を
展
開
し
ま
す
。

よ
う
こ
そ

新
し
い
本
館（
日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）へ
。

ま
ず
は
2
階
へ
！

国
宝
や
重
要
文
化
財
な
ど
の
名
品
で
た
ど
る「
ほ
ん
も
の
」の
美
術
史
が
こ
こ
に

あ
り
ま
す
。
縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
の
文
化
史
・
美
術
史
を
短

時
間
で
つ
か
め
る
の
で
、
初
め
て
来
館
さ
れ
た
お
客
様
、
外
国
か
ら
の
お
客
様
、

学
校
の
授
業
な
ど
で
の
観
覧
に
も
お
す
す
め
で
す
。「
仏
教
の
興
隆
」「
宮
廷
の
美

術
」「
禅
と
水
墨
画
」「
武
士
の
装
い
」
な
ど
、
特
色
あ
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い

る
の
で
、
時
代
と
文
化
の
背
景
を
つ
か
み
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

馬
具
・
装
身
具
な
ど
の
金
属
工
芸
や
ガ
ラ
ス

工
芸
を
展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
2
0
0
5
年
2
月
27
日

火
焔
土
器

伝
新
潟
県
長
岡
市
馬
高
出
土

縄
文
時
代
・
前
3
0
0
0
〜
前
2
0
0
0
年

埴
輪
盛
装
の
男
子
　
群
馬
県
太
田
市
四
ツ
塚
古
墳

出
土

古
墳
時
代
・
6
世
紀
　
ほ
か

仏
教
の
興
隆
―
飛
鳥
・
奈
良

6
世
紀
半
ば
、
朝
鮮
半
島
の
百
済
か
ら
金

銅
釈
迦
仏
な
ど
が
も
た
ら
さ
れ
、
日
本
文
化

は
仏
教
の
受
容
と
と
も
に
飛
躍

的
に
進
歩
し
ま
し
た
。こ
の
展
示

室
で
は
、飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
時

代
に
か
け
て
の
仏
像
や
経
典
、仏

具
、舎
利
容
器
な
ど
古
代
の
仏
教

美
術
を
展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
3
日

菩
薩
立
像

飛
鳥
時
代
・
７
世
紀

'

賢
愚
経
断
簡（
大
聖
武
）

伝
聖
武
天
皇
筆

奈
良
時
代
･
8
世
紀
　
ほ
か

仏
教
の
美
術
―
平
安
〜
室
町

平
安
時
代
に
空
海
ら
が
中
国
か
ら
導
入

し
た
、
密
教
の
豊
か
な
造
形
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。

平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
新

し
い
仏
教
の
諸
宗
派
が
誕
生
。装
飾
経
や
、祖

師
像
、高
僧
伝
絵
、寺
社
の
由
来
や
霊
験
譚
を

ま
と
め
た
縁
起
絵
な
ど
、
こ
の
時
代
の
仏
教

美
術
を
展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
3
日

'

十
六
羅
漢
像(

第
九
尊
者)

平
安
時
代
・
11
世
紀

'

円
珍
贈
法
印
大
和
尚
位
並
智
証
大
師
諡
号
勅
書

小
野
道
風
筆

平
安
時
代
・
延
長
5
年
（
9
2
7
）

10
月
5
日
〜
11
月
14
日

'

三
宝
絵
詞
　
鎌
倉
時
代
・
文
永
10
年（
1
2
7
3
）

ほ
か

宮
廷
の
美
術
―
平
安
〜
室
町

平
安
時
代
中
期
、
中
国
文
化
一
辺
倒
だ
っ

た
宮
廷
文
化
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
日

本
的
な
美
意
識
に
基
づ
く
独
自
の
文
化
を
開

花
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
文
化
を
読
み

解
く
鍵
は
和
歌
と『
源
氏
物
語
』を
は
じ
め
と

す
る
物
語
で
す
。こ
れ
ら
を
書
写
し
た
古
筆
、

絵
画
化
し
た
絵
巻
、
意
匠
化
し
た
工
芸
作
品

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
3
日

'

平
治
物
語
絵
巻（
六
波
羅
行
幸
巻
）

鎌
倉
時
代
・
13
世
紀

松
平
直
亮
氏
寄
贈

＊
平
治
物
語
絵
巻
に
つ
い
て
は
本
誌
8
頁
参
照

○
古
今
和
歌
集
巻
第
十
八
断
簡（
高
野
切
本
）

伝
紀
貫
之
筆

平
安
時
代
・
11
世
紀

個
人
蔵
　
ほ
か

禅
と
水
墨
画
―
鎌
倉
〜
室
町

鎌
倉
時
代
、
禅
の
導
入
と
と
も
に
中
国
か

ら
新
し
い
波
、
水
墨
画
を
は
じ
め
と
す
る
南

宋
か
ら
元
に
か
け
て
の
美
術
が
も
た
ら
さ
れ

ま
し
た
。
室
町
時
代
に
は
水
墨
画
は
禅
宗
寺

院
の
枠
を
越
え
て
、
日
本
に
定
着
し
ま
す
。

周
文
・
雪
舟
・
雪
村
・
狩
野
元
信
ら
に
よ
る

水
墨
画
の
名
品
と
禅
僧
の
筆
跡
「
墨
跡
」
を

展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
3
日

'

竹
斎
読
書
図

伝
周
文
筆

室
町
時
代
・
15
世
紀

偈
頌
　
夢
窓
疎
石
筆

南
北
朝
時
代
・
14
世
紀

10
月
5
日
〜
11
月
14
日

◎

四
季
山
水
図
屏
風

伝
周
文
筆

室
町
時
代
・

15
世
紀
　
ほ
か茶

の
美
術

室
町
時
代
に
生
ま
れ
、

安
土
桃
山
時
代
に
千
利

休
が
大
成
し
た
「
茶
の

湯
」は
、日
本
が
世
界
に

誇
る
伝
統
文
化
の
ひ
と

つ
で
す
。こ
の
茶
の
湯
の

世
界
を
構
成
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
書
画
、花
入
、懐

石
の
器
、
水
指
、
釜
、
茶

入
、茶
杓
、茶
碗
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
12
月
12
日

◎
青
磁
茶
碗
銘
馬
蝗
絆

龍
泉
窯

南
宋
時
代
・

13
世
紀

三
井
高
大
氏
寄
贈

○
大
井
戸
茶
碗
有
楽
井
戸

朝
鮮
時
代
・
15
〜
16
世
紀
・

松
永
安
左
エ
門
氏
寄
贈
　ほか

武
士
の
装
い
―
平
安
〜
江
戸

平
安
時
代
末
の
源
平
の
争
乱
か
ら
明
治
維

新
ま
で
、
約
七
百
年
に
わ
た
っ
て
、
政
治
の

実
権
を
握
っ
た
武
士
の
文
化
を
紹
介
し
ま

す
。
武
士
の
道
具
の
な
か
で
も
最
も
た
い
せ

つ
に
さ
れ
た
刀
剣
を
は
じ
め
と
し
て
、
甲
冑

や
馬
具
、
装
束
、
さ
ら
に
武
士
の
肖
像
画
や

書
状
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
12
月
12
日

'

群
鳥
文
兵
庫
鎖
太
刀（
号

上
杉
太
刀
）

鎌
倉
時
代
・
13
世
紀

'

白
糸
威
鎧
　

鎌
倉
時
代
・
14
世
紀

島
根
・
日
御
碕
神
社
蔵

ほ
か

火焔土器

'賢愚経断簡（大聖武）

1
室

○1
―

1

2
室

3
室

4
室

5
室
・
6
室

'普賢菩薩像

偈頌
○大井戸茶碗
有楽井戸

時代別展示

○1
―

2

○2

○3
―

1
○3
―

2
○3
―

3

○5
・
○6

○4



●3

風
と
襖
絵
―
安
土
桃
山
・
江
戸

襖
や
屏
風
に
描
か
れ
た
絵
―
障
屏
画
の
、

大
画
面
の
魅
力
を
味
わ
う
た
め
の
部
屋
で
す
。

た
と
え
ば
、
金
地
極
彩
色
の
屏
風
と
水
墨
画

の
屏
風
で
は
、
そ
こ
に
作
ら
れ
る
空
間
は
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
建
築
や
時
代
に
よ
っ
て

異
な
る
障
屏
画
の
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

9
月
1
日
〜
10
月
11
日

'

楼
閣
山
水
図
屏
風

池
大
雅
筆

江
戸
時
代
・
18
世
紀

団
伊
能
氏
寄
贈

10
月
13
日
〜
11
月
21
日

◎
歌
舞
伎
図
屏
風
　
菱
川
師
宣
筆

江
戸
時
代
・
17
世
紀

暮
ら
し
の
調
度

―
安
土
桃
山
・
江
戸
　

海
外
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
国
内
の

経
済
活
動
も
活
発
に
な
っ
た
安
土
桃
山
時

代
、
太
平
の
世
が
二
五
〇
年
以
上
も
続
い
た

江
戸
時
代
、
こ
の
ふ
た
つ
の
時
代
を
通
し
て

日
本
文
化
は
武
家
や
町
人
た
ち
に
支
え
ら
れ

成
熟
の
度
を
深
め
ま
し
た
。
こ
の
時
代
に
人

び
と
の
身
の
回
り
を
飾
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

調
度
類
を
展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
12
月
5
日

鼠
志
野
秋
草
図
額
皿

美
濃

安
土
桃
山
〜
江
戸
時
代
・
16
〜
17
世
紀

個
人
蔵

◎
柴
垣
蔦
蒔
絵
硯
箱
　
古
満
休
意
作

江
戸
時
代
・
17
世
紀
　
ほ
か

書
画
の
展
開―安

土
桃
山
・
江
戸

多
彩
な
展
開
を
見
せ
た
安
土
桃
山
〜
江
戸

時
代
の
書
と
絵
画
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

絵
画
で
は
、
永
徳
や
探
幽
を
は
じ
め
と
す

る
狩
野
派
を
中
心
に
、宗
達
・
光
琳
・
抱
一
ら

の
琳
派
、大
雅
・
蕪
村
ら
の
南
画
派
、応
挙
を

祖
と
す
る
円
山
派
、若
冲
・
芦
雪
・
蕭
白
ら
個

性
派
の
画
家
た
ち
を
輩
出
し
、
ま
さ
に
百
花

繚
乱
。書
は
、新
し
い
書
風
を
打
ち
立
て
た
近

衛
信
尹
・
本
阿
弥
光
悦
・
松
花
堂
昭
乗
の
寛
永

の
三
筆
の
作
品
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
流
行

し
た
唐
様
の
書
、
さ
ら
に
こ
の
時
代
に
活
躍

し
た
武
将
や
茶
人
の
筆
跡
を
展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
11
日

◎
船
窓
小
戯
帖

田
能
村
竹
田
筆

江
戸
時
代
・

天
保
元
年
（
１
８
３
０
）
個
人
蔵

天
狗
説
屏
風
　
荻
生
徂
徠
筆

江
戸
時
代
・
18
世

紀

（有）
愛
染
倉
観
光
蔵
　
ほ
か

能
と
歌
舞
伎

日
本
の
伝
統
芸
能
に
関
わ
る
面
や
衣
裳
、

小
道
具
や
楽
器
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
人
間

の
表
情
を
写
し
取
っ
た
日
本
独
特
の
造
形
、

能
面
と
、
染
織
技
術
の
粋
を
凝
ら
し
た
能
装

束
で
幽
玄
の
世
界
や
歌
舞
伎
衣
装
の
奇
抜
で

鮮
明
な
デ
ザ
イ
ン
と
色
彩
に
み
る
江
戸
の

「
い
き
」を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

9
月
1
日
〜
10
月
31
日

特
集
陳
列「
金
春
座
伝
来
の
能
装
束
」

大
和
猿
楽
四
座
の
一
つ
で
、
春
日
大
社
の

春
日
若
宮
お
ん
祭
り
の
後
宴
能
や
、
興
福
寺

の
薪
能
な
ど
、
奈
良
の
古
い
祭
礼
を
守
っ
て

き
た
金
春
座
に
伝
わ
る
衣
装
を
展
示
し
ま

す
。
今
回
は
金
春
座
伝
来
の
能
装
束
や
能
面

の
う
ち
、
秀
吉
の
絶
大
な
庇
護
を
得
た
金
春

安
照（
〜
一
六
二
一
）時
代
の
優
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
31
日

◎
縫
箔
　
茶
地
百
合
御
所
車
模
様

安
土
桃
山
時
代
・
16
世
紀

◎
摺
箔
　
紫
地
色
紙
葡
萄
模
様

安
土
桃
山
時
代
・
16
世
紀
　
ほ
か

2特� 1特�

9 10 2

47

8 3

1

6 5

日本美術のあけぼの
―縄文･弥生･古墳

仏教の興隆
―飛鳥･奈良

国宝室
仏教の美術

―平安～室町
宮廷の美術

―平安～室町
禅と水墨画

―鎌倉～室町
茶の美術

武士の装い
―平安～江戸

屏風と襖絵
―安土桃山･江戸

暮らしの調度
―安土桃山･江戸

書画の展開
―安土桃山・江戸

能と歌舞伎　
浮世絵と衣装―江戸
企画展示
企画展示

浮
世
絵
と
衣
装
―
江
戸

浮
世
絵
―
人
び
と
の
絵
姿

17
世
紀
中
頃
、
美
人
や
遊
楽
の
様
子
を
描

い
た
庶
民
向
け
の
絵
や
版
画
が
数
多
く
制
作

さ
れ「
浮
世
絵
」と
呼
ば
れ
て
人
気
を
集
め
ま

し
た
。遊
里
や
歌
舞
伎
に
題
材
を
得
た
作
品
、

花
鳥
画
や
物
語
絵
、風
景
画
な
ど
、個
性
豊
か

な
浮
世
絵
師
に
よ
る
多
彩
な
作
品
の
数
々
を

展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
9
月
26
日

遊
女
と
禿
図

懐
月
堂
安
度
筆

江
戸
時
代
・
18
世
紀

◎
娘
日
時
計
・
未
の
刻
　
喜
多
川
歌
麿
筆

江
戸
時
代
・
18
世
紀
　
ほ
か

衣
装
―
江
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
デ
ザ
イ
ン

繊
細
な
刺
繍
と
摺
箔
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た

「
慶
長
小
袖
」、大
胆
な
構
成
の「
寛
文
小
袖
」、

王
朝
の
モ
チ
ー
フ
を
使
っ
た
華
麗
な
「
元
禄

小
袖
」な
ど
、時
代
を
追
っ
て
い
き
い
き
と
し

た
変
化
を
見
せ
る
江
戸
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

紹
介
し
ま
す
。
裾
や
裏
地
の
見
え
な
い
部
分

に
意
匠
を
凝
ら
す
な
ど
、「
い
き
」と
呼
ば
れ

る
独
特
の
美
意
識
に
も
ご
注
目
を
。

9
月
1
日
〜
10
月
31
日

小
袖
藍
綸
子
地
熨
斗
菊
花
模
様

江
戸
時
代
・
17
世
紀

牧
馬
蒔
絵
印
籠
　
金
蒔
銘
「
常
嘉
斎
」

江
戸
時
代
・
19
世
紀
　
ほ
か

時代別展示「日本美術の流れ」

　平成館へ�　平成館へ�

19 20 12

1417

18 13

11

16 15

4特� 3特�

彫刻
彫刻と金工
陶磁
漆工
刀剣
工芸
民族資料―アイヌ・琉球

歴史資料
休憩室　
近代美術―絵画・彫刻
近代工芸
寄贈者顕彰室
企画展示（閉室）
企画展示

分野別展示

①－1

①－2

②
③－1

③－2

③－3

④

⑤・⑥

⑦

⑧－1

⑧－2

⑨

特①
特②

⑩

⑪
⑫
⑬－1
⑬－2
⑬－3
⑭
⑮

⑯
⑰
⑱
⑲
⑳
特③
特④

7
室

8
室

9
室

◎柴垣蔦蒔絵硯箱

◎摺箔　紫地色紙葡萄模様

1階

2階

○7
○8
―

1

○8
―

2

○9

○10

牧馬蒔絵印籠 ◎娘日時計・未の刻

＊'は国宝、◎は重要文化財、○は重要美術品を表します。特に記載のないものは東京国立博物館蔵です。

室
10



9
月
1
日
〜
11
月
28
日

◎
大
日
如
来
坐
像

鎌
倉
時
代
・
12
世
紀

栃
木
・
光
得
寺
蔵

◎
金
銅
三
昧
耶
五
鈷
鈴
　

平
安
時
代
・
12
世
紀

東
京
・
護
国
寺
蔵
　
ほ
か

陶
磁
―
江
戸
と
桃
山
の
陶
磁

華
や
か
に
飾
ら
れ
た
江
戸
の
陶
磁
と
、
独

特
の
造
形
を
誇
る
桃
山
の
茶
陶
の
二
つ
に
焦

点
を
当
て
ま
す
。江
戸
の
陶
磁
で
は
、初
期
伊

万
里
に
始
ま
り
、
古
九
谷
様
式
や
柿
右
衛
門

様
式
の
色
絵
、金
襴
手
や
鍋
島
な
ど
、多
彩
な

展
開
を
み
せ
る
肥
前
の
磁
器
、
さ
ら
に
仁

清
・
乾
山
な
ど
の
名
工
を
輩
出
し
た
京
焼
き

を
紹
介
。桃
山
の
陶
磁
で
は
、力
強
い
造
形
と

大
胆
な
意
匠
に
よ
る
茶
の
湯
の
美
学
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

9
月
1
日
〜
12
月
5
日

◎
色
絵
月
梅
図
壺

仁
清

江
戸
時
代
・
17
世
紀

◎
一
重
口
水
指
　
銘
柴
庵

信
楽

安
土
桃
山
時
代

・
16
世
紀

広
田
松
繁
氏
寄
贈
　
ほ
か

漆
工

安
土
桃
山
時
代
、
日
本
の
漆
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の
眼
に
と
ま
り
、
数
多
く
の
漆
器
が
輸

出
さ
れ
、
漆
を
塗
っ
た
製
品
は
「
ジ
ャ
パ
ン

（japan

）」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。表
面
の
し
っ
と

◎一重口水指

資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
暮
ら
し
に
関
わ
る

年
中
行
事
や
娯
楽
、
生
け
花
や
俳
諧
・
茶

道
・
歌
道
と
い
っ
た
諸
芸
な
ど
、
現
代
に
生

き
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
に
も
息
づ
く
江

戸
の
文
化
を
探
り
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
11
日

特
集
陳
列「
田
中
幸
穂
氏
寄
贈

田
中
房
種
博
物
図
譜
資
料
」

群
英
類
聚
図
譜
　
江
戸
時
代
・
19
世
紀

カ
サ
ゴ
　
明
治
7
年
（
1
8
7
4
）
ほ
か

近
代
美
術
―
絵
画
・
彫
刻

日
本
の
近
代
化
、
そ
れ
は
西
欧
文
明
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
し
た
。明
治
時
代
、西
欧
の

合
理
主
義
思
想
は
美
術
の
世
界
に
も
大
き
な

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
新
し
い
技
法
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
人
び
と
と
、
伝

統
を
守
る
人
び
と
と
が
せ
め
ぎ
合
い
刺
激
し

あ
い
な
が
ら
、
美
術
の
革
新
が
は
か
ら
れ
ま

を
焼
く
瀬
戸
、
須
恵
器
の
伝
統
を
ひ
き
、
無

釉
の
壺
・
甕
・
鉢
な
ど
を
専
門
に
作
っ
て
い

た
珠
洲
・
備
前
な
ど
、
多
様
な
広
が
り
を
見

せ
る
中
世
の
陶
磁
を
、
時
代
と
系
譜
を
追
っ

て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
自
然
釉
大
壺

常
滑

平
安
時
代
・
12
世
紀

個
人
蔵

◎
黄
釉
牡
丹
唐
草
文
広
口
壺
　
瀬
戸

南
北
朝
時
代
・
14
世
紀
　
ほ
か

民
族
資
料
―
ア
イ
ヌ
・
琉
球

日
本
列
島
の
北
辺
で
独
特
の
文
化
を
育
ん

で
き
た
ア
イ
ヌ
の
祭
祀
具
や
暮
ら
し
の
道
具

な
ど
と
、中
国
や
日
本
、朝
鮮
半
島
、東
南
ア

ジ
ア
と
の
交
易
の
な
か
で
独
自
の
文
化
を
つ

く
り
あ
げ
た
琉
球
王
国
の
絵
画
、文
書
、暮
ら

し
の
道
具
、古
写
真
な
ど
を
展
示
。日
本
列
島

の
北
と
南
で
花
開
い
た
ふ
た
つ
の
文
化
を
紹

介
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
11
月
28
日

煙
草
入
　
北
海
道
ア
イ
ヌ

19
世
紀

徳
川
頼
貞
氏
寄
贈

イ
ク
パ
ス
イ
　
北
海
道
ア
イ
ヌ

19
世
紀

徳
川
頼
貞
氏
寄
贈
　
ほ
か

歴
史
資
料

江
戸
時
代
の
人
び
と
が
生
活
の
な
か
で
作

り
上
げ
た
文
化
の
様
々
な
姿
を
今
に
伝
え
る

4●

彫
刻

日
本
の
彫
刻
の
歴
史
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら

仏
教
が
伝
来
し
仏
像
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
飛
鳥
時
代（
六
世
紀
半
ば
頃
）ま
で
遡
り

ま
す
。こ
の
展
示
室
で
は
、日
本
独
自
の
木
彫

技
法
が
全
盛
期
を
迎
え
た
平
安
・
鎌
倉
時
代

の
仏
像
を
中
心
に
、
日
本
彫
刻
史
を
ご
覧
い

た
だ
き
ま
す
。

9
月
1
日
〜
11
月
28
日

'

四
天
王
立
像

広
目
天

平
安
時
代
・
12
世
紀

京
都
・
浄
瑠
璃
寺
蔵

◎
千
手
観
音
菩
薩
立
像
　
湛
慶
作

鎌
倉
時
代
・

建
長
3
〜
8
年（
1
2
5
1
〜
6
）

京
都
・
妙
法
院
蔵
　
ほ
か

彫
刻
と
金
工

飛
鳥
か
ら
奈
良
時
代
の
金
銅
仏
や
、
平
安

か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
流
行
し
た
鏡
像
・

懸
仏
な
ど
銅
板
に
表
さ
れ
た
仏
像
、
さ
ら
に

供
養
具
・
荘
厳
具
・
僧
具
・
梵
音
具
・
密
教

法
具
な
ど
寺
院
で
使
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
仏

具
を
展
示
し
ま
す
。

り
と
し
た
光
沢
、
漆
黒
の
背
景
に
浮
か
び
あ

が
る
金
蒔
絵
の
輝
き
、
朱
漆
の
鮮
や
か
さ
な

ど
、
か
つ
て
世
界
を
魅
了
し
た
漆
芸
の
美
を

紹
介
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
12
月
5
日
　

特
集
陳
列「
秋
草
の
蒔
絵
」

秋
の
七
草
（
萩
・
芒
・
葛
・
撫
子
・
女
郎

花
・
藤
袴
・
桔
梗
）や
菊
な
ど
、秋
の
植
物
や

風
景
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
蒔
絵
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

菊
枝
蒔
絵
手
箱

南
北
朝
時
代
・
14
世
紀

◎
御
所
車
蒔
絵
硯
箱
　
江
戸
時
代
・
17
世
紀
　
ほ
か

刀
剣

刀
剣
と
刀
装
の
歴
史
を
概
観
し
ま
す
。
刀

身
は
平
安
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
太
刀
・

刀
・
短
刀
な
ど
各
種
の
刀
剣
を
、刀
装
小
道
具

は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
鐔
・
小

柄
・
笄
・
目
貫
な
ど
の
各
種
を
展
示
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
12
月
5
日

'

太
刀（
名
物

三
日
月
宗
近
）

平
安
時
代
・
10
〜
11
世
紀

渡
邊
誠
一
郎
氏
寄
贈

◎
吉
野
龍
田
図
大
小
揃
金
具
　
後
藤
一
乗
作

江
戸
時
代
・
元
治
元
年
・
慶
応
元
年
（
1
8
6
4
〜
5
）

個
人
蔵
　
ほ
か工

芸

工
芸
作
品
に
様
々
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
特
集
展
示
を
展
開
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
12
月
12
日

特
集
陳
列「
中
世
の
陶
磁
」

無
釉
の
大
形
雑
器
を
焼
く
渥
美
・
常
滑
や

信
楽
・
越
前
、
中
国
陶
磁
を
写
し
た
施
釉
陶

インフォメーションもリニューアル
館全体の情報センターとしてますます頼れる存在に

好
き
な
ジ
ャ
ン
ル
や
テ
ー
マ
を

じ
っ
く
り
見
る

1
階
と
2
階
の
一
部
で
は
、
彫
刻
、
漆
工
、
陶
磁
、
刀
剣
な
ど
一
つ
の
分
野
の

作
品
を
た
っ
ぷ
り
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
テ
ー
マ
に

よ
る
企
画
展
示
も
展
開
。
よ
り
深
い
興
味
を
お
持
ち
の
方
に
お
す
す
め
で
す
。

室

◎千手観音菩薩立像

◎御所車蒔絵硯箱

◎黄釉牡丹唐草文広口壺

カサゴ

分野別展示
企画展示

本館エントランスの
インフォメーションも変わります。
正門から本館にまっすぐいらしたお客
様だけでなく、平成館から来たお客様
や平成館に向かうお客様への案内がし
やすいように、階段の向かって右から
左の壁面に移動します。カウンターの
はばがぐっと広くなって、ゆったりと
対応できるようになります。また、車椅
子のお客様や小さなお子様に気楽に立

ち寄っていただけるよう、カウンター
の一部を低くしました。カウンターを
中心にしたインフォメーションエリア
には、博物館全体の構内マップ、その日
の催しがわかるサインボード、パンフ
レットやフロアガイドを自由にお持ち
いただけるラックを設置します。ここ
にくれば、博物館のことはなんでもわ
かる―本館エントランスは、来館者の
ための頼もしい情報センターです。

○11○12

○13
―

1
○13
―

2

○13
―

3
○14

○16 ○15

○18

12
室
11

室
13

室
14

室
15

室
16

室
18
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リニューアル記念事業のご案内
■リレー・レクチャー「日本美術12000年」
9月1日（水）
13時30分～14時30分
「日本美術の創成」
14時45分～15時45分
「仏像と出会った日本美術」

松浦正昭（当館上席研究員）
9月2日（木）
13時30分～14時30分
「宮廷美術の伝統と武家の好み」

松原茂（当館上席研究員）
14時45分～15時45分
「武士の装いと教養」
9月3日（金）
13時30分～14時30分
「花開く江戸の文化」
14時45分～15時45分
「近代－日本絵画の歩み－」

玉蟲玲子（当館列品室主任研究員）
＊平成館大講堂 定員380名 当日受付先着順

■リニューアルトーク
9月4日（土）
13時30分～14時30分
「大好き！日本美術」

はな（タレント）、島谷弘幸（当館展示課長）
＊本館特別５室　定員400名、当日受付先着順

10月7日（木）
13時30分～15時
「女性と美術」
＊本館特別5室　聴講料1000円　定員400名　事前申込制
＊申し込みは官製往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・
住所・氏名（ふりがな）・電話番号を、「返信用表面」に郵便
番号・住所・氏名を明記の上、下記までお申し込みください。

＊１枚の往復はがきで、１人のみ申し込み可能。
＊応募多数の場合は、抽選のうえ聴講券（１枚で１人聴講可）
を送ります。料金は当日お支払いください。
申込先：〒103-0014  中央区日本橋蛎殻町1-28-9  

ヤマナシビル4F  瀬戸内寂聴トークショー係
＊締切：9月22日（水）必着

■リニューアルレクチャー
9月７日（火）
14時～14時30分
「本館リニューアル2004・デザインコンセプト3か条」

木下史青（当館デザイン室主任研究員）
14時30分～15時
「リニューアル・オープンにおける芸能衣装展示」

小山弓弦葉（当館列品室研究員）
＊平成館大講堂 定員380名、当日受付先着順

■記念講演会
9月18日（土）
13時30分～15時
「生まれ変わった本館－リニューアルの工夫とみどころ－」

島谷弘幸（当館展示課長）
＊平成館大講堂　定員380名　当日受付先着順

■文化庁舞台芸術国際フェスティバル
上野の森ミュージアムコンサート
9月18日（土）、19日（日）13時／15時の2回
上野公園にある3つの美術館・博物館、当館と国立科学
博物館、国立西洋美術館の3館で催されるコンサートで
す。東京国立博物館では「雅楽」をお楽しみいただきます。
＊本館エントランスホ－ル　　　　　　　　
演　奏 東京楽所（とうきょうがくそ）

主　催 文化庁舞台芸術国際フェスティバル実行委員会
曲　目 双調（そうぢょう）・音取（ねとり）・

賀殿急（かてんのきゅう）・酒胡子（しゅこうし）・
胡飲酒破（こんじゅのは）ほか

＊当日時間までに会場にお集まりください

◆ 特に記載のないものは聴講・参加無料
（ただし当日の入館料は必要）

し
た
。日
本
美
術
の
近
代
化
の
道
筋
を
、絵
画

と
彫
刻
作
品
に
よ
っ
て
た
ど
り
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
11
日

出
湯
　
小
林
古
径
筆

大
正
10
年
（
1
9
2
1
）

グ
レ
ー
の
秋
　
浅
井
忠
筆

明
治
34
年（
1
9
0
1
）
ほ
か

近
代
工
芸

東
京
国
立
博
物
館
は
創
立
期
か
ら
博
覧
会

と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
た
め
、
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
を
は

じ
め
と
す
る
万
国
博
覧
会
へ
の
出
品
作
や
、上

野
で
行
わ
れ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
の
出
品
作
、

帝
室
技
芸
員
の
制
作
に
よ
る
作
品
な
ど
、多
く

の
近
代
工
芸
作
品
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
を
中
心
に
、優
れ
た
技
巧
に
よ
っ
て
生
み
出

さ
れ
た
近
代
工
芸
の
粋
を
紹
介
し
ま
す
。

9
月
1
日
〜
11
月
28
日

釉
下
彩
烏
柿
図
大
瓶

加
藤
友
太
郎
作

明
治
時
代
・
20
世
紀

七
宝
花
蝶
文
瓶
　
並
河
靖
之
作

明
治
25
年
（
1
8
9
2
）
ほ
か

寄
贈
者
顕
彰
室

東
京
国
立
博
物
館
の
収
蔵
品
は
、
主
に
寄

贈
品
と
購
入
品
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
明
治

五
年（
一
八
七
二
）の
創
立
以
来
、三
千
人
を

超
え
る
方
か
ら
数
多
く
の
優
れ
た
作
品
を
ご

寄
贈
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
寄

贈
品
は
平
常
展
や
特
別
展
に
お
い
て
随
時
活

用
さ
れ
、
多
く
の
来
館
者
の
皆
様
に
お
楽
し

み
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

あ
た
っ
て
、本
館
１
階
の
20
室
を「
寄
贈
者
顕

彰
室
」と
し
、寄
贈
者
の
ご
芳
名
を
紹
介
し
て
、

な
が
く
そ
の
ご
厚
志
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

寄
贈
品
の
一
部
を
展
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
部
屋
に
は
ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
げ
る

椅
子
を
配
し
、
美
術
鑑
賞
の
余
韻
を
楽
し
む

憩
い
の
場
と
し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
。

9
月
1
日
〜
2
0
0
5
年
4
月
3
日

山
水
図
大
花
瓶
　
鈴
木
長
吉
作

大
正
元
年
（
1
9
1
2
）

鈴
木
長
吉
氏
寄
贈

ほ
か

企
画
展
示

人
気
の
書
跡
・
絵
画
を
じ
っ
く
り
楽
し
む

特
集
展
示
を
行
い
ま
す
。

9
月
1
日
〜
10
月
24
日

特
①

特
集
陳
列「
古
筆
を
楽
し
む
」

◎
継
色
紙

伝
小
野
道
風
筆

平
安
時
代
・
11
世
紀

'

秋
萩
帖
　
伝
小
野
道
風
筆

平
安
時
代
・
11
〜
12
世
紀
　
ほ
か

＊
詳
細
は
本
誌
9
頁
参
照

9
月
1
日
〜
10
月
11
日

特
②

特
集
陳
列「
肖
像
画
」

江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
の
肖
像
画
は
、
没

後
に
遺
族
や
弟
子
が
画
家
に
描
か
せ
た
も
の

が
一
般
的
で
し
た
。
描
れ
か
た
人
物
は
、
平

安
時
代
ま
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
僧
侶
で
す

が
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
貴
族
・
天
皇
・
武

家
・
文
化
人
も
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
室

町
時
代
末
以
降
は
女
性
や
こ
ど
も
の
肖
像
も

稀
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
俳

人
、
戯
作
者
、
歌
舞
伎
役
者
、
浮
世
絵
師
な

ど
、
肖
像
画
に
描
か
れ
る
人
も
か
な
り
広
い

範
囲
に
わ
た
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
回
は

江
戸
時
代
の
俗
人
男
性
の
肖
像
画
を
中
心
に
、

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
作
例
を
加
え
て

ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
後
白
河
法
皇
像

鎌
倉
時
代
・
13
世
紀

京
都
・
妙
法
院
蔵

坪
内
老
大
人
像
画
稿
　
渡
辺
崋
山
筆

江
戸
時
代
・
文
政
元
年
（
1
8
1
8
）

岡
野
哲
策
氏
寄
贈
　
ほ
か企

画
展
示

様
々
な
分
野
の
特
集
展
示
を
行
い
ま
す
。

（
特
③
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
当
初
は
閉
室
）

9
月
1
日
〜
10
月
11
日

特
④

特
集
陳
列「
銅
鐸
の
絵
画
」

'

銅
鐸

伝
香
川
県
出
土

弥
生
時
代
中
期
・

紀
元
前
2
世
紀
〜
紀
元
前
1
世
紀

◎
銅
鐸
　
兵
庫
県
豊
岡
市
気
比
出
土

弥
生
時
代

中
期
・
紀
元
前
2
世
紀
〜
紀
元
前
1
世
紀
　
ほ
か

＊
詳
細
は
本
誌
9
頁
参
照

特
別
1
室
・
特
別
2
室

特
別
3
室
・
特
別
4
室

松浦宥一郎（当館上席研究員）

原田一敏（当館上席研究員）

小松大秀（当館上席研究員）

グレーの秋

釉下彩烏柿図大瓶

坪内老大人像画稿

○19

特
○1
・
特
○2

○20

特
○3
・
特
○4

瀬戸内寂聴（作家）

室
19

室
20
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中
国
仏
教
美
術
一
〇
〇
〇
年
の
歴
史
と
、

世
界
を
驚
か
せ
た
中
国
考
古
の
新
発
見
に
焦
点
を
当
て
、

約
一
七
〇
件
の
優
品
に
よ
り

中
国
文
化
の
真
髄
を
紹
介
し
ま
す
。

中
国
国
宝
展

中
国
仏
教
の
一
〇
〇
〇
年
を
名
品
で
た
ど
る

「
仏
教
美
術
」の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、中
国
各
地
か
ら
集
め
た
粒
よ
り
の
作
品
で
、

日
本
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国
仏
教
美
術
の

約
一
〇
〇
〇
年
に
わ
た
る
変
遷
を
、四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
た
ど
り
ま
す
。

仏
教
の
伝
来
と
受
容

中
国
の
仏
教
伝
来
初
期
、
後
漢
・
三

国
・
晋
・
五
胡
十
六
国
時
代（
二
〜
五
世

紀
）の
作
品
を
概
観
し
、
仏
教
受
容
の
過

程
を
探
り
ま
す
。
中
国
へ
仏
教
が
伝
来

し
た
の
は
、
紀
元
前
後
頃
、
前
漢
末
か

ら
後
漢
初
め
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
以
後
、

し
ば
ら
く
の
間
は
、
中
国
の
伝
統
的
な

思
想
・
宗
教
と
結
び
つ
い
た
形
で
仏
教

が
受
け
い
れ
ら
れ
、
揺
銭
樹

よ
う
せ
ん
じ
ゅ（
写
真
①
）

や
神
亭

し
ん
て
い

壺こ

（
写
真
②
）な
ど
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
仏
像
は
中
国
古
来
の
神
仙
と

同
列
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
中
国
初
期
仏
教
の
実
態
を
示
唆

す
る
珍
し
い
遺
品
を
と
り
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

仏
教
の
広
が
り

漢
族
の
南
朝
と
北
方
民
族
の
北
朝
と

が
並
立
し
た
、
南
北
朝
時
代（
五
〜
六
世

紀
）の
仏
教
美
術
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の

時
期
に
は
、
国
家
的
な
規
模
で
仏
教
が
大

い
に
盛
行
し
、
各
地
で
仏
教
寺
院
が
建
立

さ
れ
、
ま
た
石
窟
寺
院
も
盛
ん
に
造
営
さ

れ
る
な
ど
、
仏
教
文
化
は
こ
れ
ま
で
に
な

①揺銭樹台座
後漢～三国時代・2～3世紀
四川省彭山県116号墓出土　
高21.3cm  江蘇省・南京博物院蔵
中国における初期の仏教信仰を物語る
非常に稀少な遺品

②神亭壺
三国時代（呉）3世紀後半
江蘇省金壇市唐王東呉墓出土
高48cm  鎮江市博物館蔵
様々な動物とともに仏像が
多数表現された珍しい作例

③金銅如来坐像
北魏時代・5世紀 北京市延庄県宗家営出土
高33.5cm  北京市文物研究所蔵
溌剌（はつらつ）とした作風の中に
西方的な要素が色濃く見られる

④菩薩立像
東魏時代・6世紀
山東省青州市龍興寺址出土　
高110cm  山東省・青州市博物館蔵
気品と美しさが漂い、東魏の端正な
作風をよく示す

⑤菩薩半跏像
北斉時代・6世紀 山東省青州市龍興寺址出土
高69cm  山東省・青州市博物館蔵
龍興寺址から出土した3体の半跏像の1つで、最もよく残っている

一

二

い
ほ
ど
広
が
り
を
み
ま
し
た
。
こ
の
時
期

の
仏
像
は
、
外
来
様
式
の
模
倣（
写
真
③
）、

中
国
独
自
の
様
式
の
形
成
（
写
真
④
）、

新
た
な
外
来
様
式
の
影
響
（
写
真
⑤
）
と

い
う
三
つ
の
段
階
に
わ
た
る
変
遷
が
み
ら

れ
、
ま
た
、
地
域
的
な
特
色
を
示
す
仏
像

も
数
多
く
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

仏
教
美
術

日　本

初公開

日　本

初公開

日　本

初公開



「
考
古
学
の
新
発
見
」
で
は
、
近
年
の

出
土
品
の
な
か
か
ら
注
目
す
べ
き
作
品
約

七
十
点
を
展
示
し
ま
す
。
玉

ぎ
ょ
く

器き

、
青
銅

器
、
俑よ

う

を
中
心
と
し
た
構
成
で
、
新
石
器

時
代
か
ら
唐
時
代
ま
で
、
各
時
代
の
作
品

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
兵
馬
俑

で
有
名
な
秦し

ん

始し

皇
帝

こ
う
て
い

陵り
ょ
う

の
新
出
土
品
で

す
。
秦
始
皇
帝
陵
と
い
え
ば
兵
馬
俑（
兵

士
や
馬
を
表
し
た
土
製
品
）が
有
名
で
す

が
、
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
石
片
を
銅
の

針
金
で
綴つ

づ

っ
て
作
っ
た
石
製
鎧
甲

よ
ろ
い
か
ぶ
と（
写
真

⑨
）や
、役
人
の
姿
を
表
し
た
文
官
俑
、青

銅
製
の
鶴
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。い
ず
れ

も
中
国
以
外
で
公
開
さ
れ
る
の
は
初
め
て

で
、世
界
が
注
目
し
て
い
る
作
品
で
す
。

他
に
も
美
し
い
玉
器
、
古
代
の
歴
史

を
記
し
た
青
銅
器
、
不
思
議
な
造
形
の
漆

器
な
ど
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

す
。
考
古
の
新
発
見
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、
本
誌
次
号
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
（
谷
　
豊
信
）

驚
異
の
新
発
見
・
日
本
初
公
開
作
品
も
多
数
出
品

●7

◆中国国宝展　記念講演会
第1回　10月9日（土）13時30分～15時　平成館大講堂

「中国の仏教美術」 小泉惠英（当館特別展室長）

第2回　10月30日（土）13時30分～15時　平成館大講堂

「中国考古学の新発見」 谷　豊信（当館列品課長）
事前申込制（各回定員380名）、聴講無料（ただし特別展観覧券が必要）

【申込方法】官製往復はがきの「往信用裏面」に、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・

電話番号・年齢・希望日、「返信用表面」に、郵便番号・住所・名前を明記

して下記までお申込ください。
※１枚の往復はがきで、１人のみ申込可能

※応募多数の場合は、抽選のうえ受講券（１枚で１人受講可）を送ります

【申込締切】第1回 2004年9月24日（金）必着

第2回 2004年10月15日（金）必着

【申込先】〒103-0014  東京都中央区日本橋蛎殻町1-28-9ヤマナシビル4F

「中国国宝展」講演会係まで

「中国国宝展」
9月28 日（火）～11月28日（日）東京国立博物館　平成館
主　催：東京国立博物館、朝日新聞社、テレビ朝日、

中国国家文物局、中国国家博物館（中国文物交流中心）
後　援：外務省、文化庁、中国大使館、（社）日中友好協会、人民日報社
協　賛：トヨタ自動車株式会社、凸版印刷株式会社、松下電器産業株式会社、

東日本旅客鉄道株式会社
協　力：講談社、小学館、ニッセイ同和損害保険、全日空
観覧料：一般1300円（1100円／1000円）、高校・大学生900円（800円／700円）

小・中学生　無料
＊（ ）内は、前売り／20名以上の団体料金　
＊障害者とその介護者１名は無料です。入館の際に、障害者手帳などをご提示ください

◆巡回予定
2005年１月18日（火）～3月27日（日） 大阪中之島・国立国際美術館（新館）

仏
教
の
隆
盛

仏
教
が
隆
盛
を
み
た
隋ず

い

か
ら
北
宋
に
か

け
て
（
六
世
紀
末
〜
十
二
世
紀
初
）
の
豊

か
で
多
彩
な
造
形
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま

す
。
南
北
朝
の
後
、
中
国
全
土
を
統
一
し

た
隋
・
唐
で
は
、
仏
教
文
化
は
空
前
の
繁

栄
を
み
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
仏
像
は
、

西
方
か
ら
の
新
た
な
影
響
を
受
け
つ
つ
、

国
際
色
豊
か
な
文
化
の
彩
り
が
加
味
さ
れ

て
、
写
実
味
あ
ふ
れ
る
様
式
が
形
成
さ
れ

ま
し
た（
写
真
⑥
）。
ま
た
、
唐
時
代
末
期

か
ら
、
五
代
・
北
宋
時
代
に
か
け
て
は
、

中
国
仏
教
に
変
化
の
き
ざ
し
が
現
わ
れ
、

道
教
な
ど
の
在
来

及
び
民
間
信
仰
と

徐
々
に
混
交
し
な

が
ら
、
独
自
の
発

展
を
と
げ
て
い
き

ま
す（
写
真
⑦
）。

仏
舎
利
の
信
仰

仏
舎

ぶ
っ
し
ゃ

利り

（
釈
迦
の
遺
骨
）
に
対
す
る
信

仰
が
民
衆
の
間
に
も
広
く
普
及
す
る
よ

う
に
な
っ
た
唐
か
ら
五
代
・
北
宋
時
代

（
七
〜
十
二
世
紀
）
に
焦
点
を
あ
て
、
紹

介
し
ま
す
。
仏
塔
か
ら
発
見
さ
れ
た
舎

利
容
器
（
写
真
⑧
）
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
納
入
品
に
注
目
し
、
中
国
に
お

け
る
仏
舎
利
及
び
仏
塔
に
対
す
る
厚
い

信
仰
の
様
を
眺
め
、
中
国
仏
教
の
真
髄

に
迫
り
ま
す
。

（
松
本
伸
之
）

三

四

⑥如来坐像
唐時代・8世紀　山西省　城県風陵渡東章出土
高93cm  山西省・　城県博物館蔵
初唐の典型的な作風を示し、おごそかな
雰囲気を漂わせる秀作

⑧舎利容器　
唐時代・9世紀初 江蘇省鎮江市甘露寺鉄塔出土
長11.6cm  江蘇省・鎮江市博物館蔵
精緻な文様表現などに、当時の厚い舎利信仰の
様がうかがえる

⑦阿弥陀経断簡 唐時代・9世紀 浙江省麗水市龍泉塔出土　
29.0×45.5cm  浙江省・浙江省博物館蔵
『仏説阿弥陀経』の残巻で、日本の『絵因果経』との関連も注目される

⑨石製鎧甲
秦時代・紀元前３世紀、陝西省西安市秦始皇帝陵出土
鎧：高75cm 陝西省・秦始皇兵馬俑博物館蔵
人が着られる大きさ。ていねいに作られており大変な迫力

中
国
考
古

日　本

初公開

日　本

初公開
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保
元
の
乱
に
戦
功
の
あ
っ
た
源
義
朝

よ
し
と
も

と

平
清
盛
と
の
勢
力
争
い
に
、
藤
原
信
頼

の
ぶ
よ
り

と

信
西

し
ん
ぜ
い

と
の
権
力
闘
争
が
か
ら
ん
だ
平
治
の

乱（
一
一
五
九
）の
顛
末

て
ん
ま
つ

を
叙
述
す
る『
平

治
物
語
』を
絵
画
化
し
た
、
現
存
最
古
の
合

戦
絵
巻
で
す
。
本
来
こ
の
一
巻
と
一
セ
ッ

ト
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る「
三
条
殿

さ
ん
じ
ょ
う
ど
の

夜よ

討
巻

う
ち
の
ま
き

」

（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）、「
信
西

し
ん
ぜ
い
の

巻ま
き

」（
静
嘉

堂
文
庫
美
術
館
蔵
、
重
要
文
化
財
）の
二
巻

と
、
十
数
枚
の
色
紙
の
形
に
切
断
さ
れ
た

「
六ろ

く

波
羅

は

ら

合
戦
巻

か
っ
せ
ん
の
ま
き

」の
断
簡（
大
和
文
華
館

ほ
か
蔵
）が
現
存
し
て
い
て
、
当
初
は
十
数

平
常
展
見
ど
こ
ろ
案
内

2
0
0
４
年
９
・
10
月

兵
士
た
ち
の
豊
か
な
表
情
と
華
麗
な
色
彩
が
見
ど
こ
ろ

国
宝

平
治
物
語
絵
巻
六
波
羅
行
幸
巻

９
月
１
日
（水）
〜
10
月
3
日
（日）

本
館
3
室

'平治物語絵巻　六波羅行幸巻　鎌倉時代・13世紀 縦42.2㎝ 長さ952.9㎝（第1段後半部分）
内裏に幽閉されていた天皇は、清盛方の計略で女装して脱出し、合流した重盛・頼盛らに警護されて六波羅邸に到着した。
天皇の乗った牛車を迎える武士達は、忠誠心を表すかのようにひざまずき、整然と居並ぶ

'平治物語絵巻　六波羅行幸巻（第4段部分）
天皇の脱出を知って悔しさのあまり地団太を踏む信頼

の
六ろ

く

波
羅
御

は

ら

ご

幸こ
う

（
第
二
段
）、駆
け
つ
け
る

公
家
た
ち
の
車
で
ご
っ
た
が
え
す
六
波
羅

邸
門
前（
第
三
段
）、天
皇
の
脱
出
を
知
っ

て
悔
し
が
る
信
頼（
第
四
段
）の
四
場
面
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。大
名
茶
人
松
平
不ふ

昧ま
い

の

愛
蔵
品
で
、昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）に

同
家
か
ら
当
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

「
平
治
物
語
絵
巻
」の
見
ど
こ
ろ
は
、
背

景
の
描
写
を
抑
え
た
巧
み
な
群
像
表
現
と

精せ
い

緻ち

な
甲
冑

か
っ
ち
ゅ
う

の
描
写
、
兵
士
た
ち
の
豊
か

な
表
情
と
華
麗
な
色
彩
で
す
。

加
え
て
、
武
士
が
英
雄
的
な
個
人
と
し

て
で
は
な
く
、「
群
れ
」「
か
た
ま
り
」と
し

て
、
ま
た
脇
役
と
し
て
描
か
れ
、
と
く
に

「
六
波
羅
行
幸
巻
」で
は
、
天
皇
の
牛
車
の

前
に
ひ
ざ
ま
づ
き
、
朝
廷
に
奉
仕
す
る

「
理
想
の
武
士
」と
し
て
描
か
れ
て
い
る
、

と
い
う
池
田
忍
氏
の
指
摘
は
、「
平
治
物

語
絵
巻
」の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
で

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
絵
巻
は
、
す
で
に
朝

廷
が
権
力
を
主
張
で
き
る
状
況
で
は
な
か

っ
た
十
三
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
番
犬
の

よ
う
な
忠
実
さ
で
奉
仕
す
る
武
士
の
姿
を

見
た
か
っ
た
立
場
の
人
々
に
よ
っ
て
制
作

さ
れ
、
か
つ
鑑
賞
さ
れ
た
絵
巻
だ
っ
た
と

い
う
こ
と
な
の
で
す
。

（
松
原
　
茂
）

巻
に
お
よ
ぶ
大
部
な
絵
巻
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
詞
書
は
全
巻
ひ
と
り
の
筆

で
書
か
れ
て
い
て
、
後ご

京
極

き
ょ
う
ご
く

流（
後
京
極

良
経

よ
し
つ
ね

を
祖
と
す
る
）の
書
風
を
示
し
、
筆
線

に
震
え
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、『
才
葉

さ
い
よ
う

抄し
ょ
う

』

に「
御
筆
震ふ

る
え

て
あ
そ
ば
し
た
る
」と
記
さ
れ

る
九
条
教
家

の
り
い
え（
後
京
極
良
経
の
二
男
）の
書

を
連
想
さ
せ
ま
す
。

「
六ろ

く

波
羅

は

ら

行
幸
巻

ぎ
ょ
う
こ
う
の
ま
き

」は
、
信
頼
方
に
幽
閉

さ
れ
て
い
た
二
条
天
皇
が
、
ひ
そ
か
に
内だ

い

裏り

を
脱
出
し
て
六
波
羅
邸
に
行
幸
す
る
と

こ
ろ（
第
一
段
）、
天
皇
の
養
母
美び

福
門
院

ふ
く
も
ん
い
ん
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青
銅
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
表

現
さ
れ
た
弥
生
の
世
界
。そ

こ
に
は
弥
生
の
人
々
や
彼
ら

を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
、そ
し
て
建
物
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
絵

画
の
本
質
的
な
意
味
は
ま
だ

は
っ
き
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、こ
れ
ら
は
銅
鐸

ど
う
た
く

の

機
能
を
よ
り
高
め
る
た
め
に

描
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、銅

鐸
の
謎
を
解
く
鍵
を
握
っ
て
い
る
こ
と
だ

け
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

今
回
は
、当
館
が
所
蔵
す
る
絵
画
が
描

か
れ
た
銅
鐸
を
一
堂
に
展
示
、様
々
に
表

現
さ
れ
た
銅
鐸
の
絵
画
か
ら
、弥
生
人
の

暮
ら
し
や
彼
ら
の
神
話
・
物
語
に
迫
り
た

い
と
思
い
ま
す
。華
麗
な
文
様
で
飾
ら
れ

た
銅
鐸
を
あ
わ
せ
て
展
示
し
、弥
生
人
の

心
を
探
る
と
と
も
に
、日
本
絵
画
の
原
点

と
も
言
え
る
弥
生
絵
画
の
世
界
を
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
井
上
洋
一
）

■
企
画
展
示
　
書
跡
■

筆
跡
は
も
ち
ろ
ん
料
紙
や
表
装
に
も
注
目

特
集
陳
列
「
古
筆
を
楽
し
む
」

9
月
1
日
（水）
〜
10
月
24
日
（日）

本
館
特
別
1
室

■
考
古
■

弥
生
人
の
暮
ら
し
や
神
話
に
迫
る

特
集
陳
列
「
銅
鐸
の
絵
画
」

9
月
1
日
（水）
〜
10
月
11
日（
月
・
祝
）
本
館
特
別
4
室

'

秋
萩
帖
　

伝
小
野
道
風
筆
平
安
時
代
・
11
〜
12
世
紀

様
々
な
色
の
料
紙
も
美
し
い

'銅鐸 伝香川県出土　
弥生時代中期・紀元前2世紀～紀元前1世紀
狩の場面。彼らの暮らしを今に伝える貴重な絵画

彫
漆
と
は
、漆
の
層
を
厚
く
塗
り
重
ね
、

文
様
を
彫
り
表
す
技
法
を
い
い
ま
す
。中

国
の
彫
漆
は
、か
つ
て
は
そ
の
多
く
が
明
、

清
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、こ
こ
三
十
年
の
研
究
の
進
展
に

よ
り
、そ
れ
に
先
立
つ
宋
、元
時
代
の
作
品

が
次
第
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。な
か
で
も
宋
時
代
の
彫
漆
は
、お
よ
そ

五
十
点
の
作
品
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、同
時
に
き
わ
め
て
稀
少
な
も

の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い

え
ま
す
。

宋
時
代
の
彫
漆
に
は
、花
鳥
や
人
物
な

ど
の
文
様
を
彫
り
表
し
た
堆
黒

つ
い
こ
く

や
堆
朱

つ
い
し
ゅ

、

■
中
国
漆
工
■

稀
少
な
作
例
を
一
堂
に
会
す
る
初
の
試
み

特
集
陳
列
「
中
国
宋
時
代
の
彫
漆
」

９
月
７
日
（火）
〜
10
月
３
日
（日）

平
成
館

企
画
展
示
室

抽
象
的
な
文
様
の
犀さ

い

皮ひ

や
屈
輪

ぐ

り

が
あ
り
ま

す
。こ
れ
ら
は
、中
国
に
お
け
る
彫
漆
全
盛

期
の
前
段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
と

し
て
、歴
史
的
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
ば

か
り
で
な
く
、そ
の
精
緻
な
文
様
表
現
は
、

独
自
の
魅
力
を
そ
な
え
て
い
ま
す
。

作
品
は
中
国
に
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。そ
の
多
く
は
わ
が
国
に
伝
来

し
た
も
の
で
あ
り
、日
本
は
中
国
漆
器
の

宝
庫
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
に
伝
え
ら
れ
た
中
国
宋
代
の
彫
漆

の
作
品
が
ま
と
ま
っ
て
展
示
さ
れ
る
の

は
、は
じ
め
て
の
こ
と
で
す
。こ
の
貴
重
な

機
会
を
、ど
う
ぞ
お
見
逃
し
な
く
。

犀皮盆 北宋時代・12世紀
朱漆と黄漆を交互に重ねて、美しい文様を表した盆

を
じ
っ
く
り
と
楽
し
み
な
が
ら
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

そ
の
美
し
い
筆
跡
を
手
許
で
鑑
賞
し
た

い
の
は
人
情
で
す
。
茶
道
の
盛
行
に
と
も

な
い
、
古
筆
の
愛
好
熱
は
一
気
に
高
ま

り
、
そ
れ
ま
で
巻
物
や
冊
子
と
し
て
伝
存

し
た
も
の
が
、
人
々
の
も
と
め
に
応
じ
て

切
り
離
さ
れ
、
大
量
の
断
簡
が
誕
生
し
ま

し
た
。
掛
物

か
け
も
の

と
し
て
、
ま
た
、
手て

鑑か
が
み（
古

筆
な
ど
を
集
め
て
帖
と
し
た
も
の
）に
貼

ら
れ
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
鑑
賞
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
鑑
賞
す
る
際
の

効
果
を
熟
考
し
た
表
装
の
美
し
さ
も
見
ど

こ
ろ
で
す
。

（
島
谷
弘
幸
）

古こ

筆ひ
つ

と
は
、
本
来
は
古
人
の
筆
跡
を
指

す
言
葉
で
す
が
、
今
日
で
は
平
安
時
代
か

ら
鎌
倉
中
期
こ
ろ
ま
で
の
主
と
し
て
歌
集

を
書
写
し
た
筆
跡
を
、
古
筆
と
呼
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
古
筆
の
元
の
形
は
、
巻
物
や
冊
子

本
で
、
宮
廷
や
貴
族
の
身
の
回
り
に
お
い

て
鑑
賞
す
る
調
度
手
本
と
し
て
作
ら
れ
ま

し
た
。
料
紙
や
巻
物
の
紐
や
軸
を
選
ぶ
こ

と
、
ま
た
収
め
る
箱
に
ま
で
神
経
を
注
が

れ
ま
し
た
が
、
も
っ
と
も
重
点
が
置
か
れ

た
の
が
筆
跡
で
す
。
文
字
の
形
の
美
し

さ
、
洗
練
さ
れ
た
連
綿
、
墨
と
余
白
が
織

り
成
す
美
し
さ
な
ど
の
筆
者
の
美
意
識
を

味
わ
い
、
そ
し
て
書
写
さ
れ
た
和
歌
な
ど
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こ
こ
に
○
○
あ
り
き
…

み
な
さ
ま
が
当
館
を
ご
観
覧
な

さ
る
際
に
、か
な
ら
ず
ご
利
用
な
さ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。何
だ
と
思
わ

れ
ま
す
か
。そ
う
、正
門
で
す
ね
。

本
館
に
向
か
っ
て
右
側
が
普
段
み

な
さ
ま
が
利
用
さ
れ
る
門
で
す
よ

ね
。警
備
や
案
内
の
職
員
が
立
っ
て

い
る
あ
の
場
所
で
す
。門
柱
が
あ
っ

て
、券
売
所
が
あ
り
ま
す
。そ
の
裏

に
縦
25
セ
ン
チ
、横
28
セ
ン
チ
の

小
さ
な
青
銅
の
プ
レ
ー
ト
が
填
め

ら
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は「
此
処

は
東
叡
山
寛
永
寺
本
坊
の
門
址
な

り
…
」の
文
言
が
刻
ま
れ
、下
部
に

は
明
治
初
年
の
黒
門
の
旧
構
が
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。黒
門
が
当
館
の
正

門
だ
っ
た
こ
と
は
お
話
申
上
げ
た

と
思
い
ま
す
が（
本
誌
6
6
5
号
）

現
本
館
が
完
成
し
た
と
き
に
、コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
門
に
変
え
ら
れ
ま

し
た
。そ
の
時
に
こ
の
プ
レ
ー
ト
を

作
っ
た
の
で
す
。そ
の
後
、平
成
に

入
っ
て
か
ら
正
門
を
改
修
し
ま
し

た
が
、プ
レ
ー
ト
を
残
し
た
の
は
英

断
で
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
平
成
館
の
前
に
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
た
階

段
状
の
前
庭
が
付
属
し
て
い
ま
す
。

あ
の
前
庭
の
下
に
は
別
館
の
基
部

が
埋
ま
っ
て
い
ま
す
。別
館
と
い
っ

て
も
若
い
人
は
ご
存
知
あ
り
ま
す

ま
い
が
、上
野
の
総
理
官
邸
な
ど
と

も
い
わ
れ
て
い
た
二
階
建
て
瓦
葺

の
美
し
い
建
物
で
し
た
。玄
関
近
く

に
あ
っ
た
桜
が
と
て
も
す
て
き
だ

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

何
を
申
上
げ
た
い
か
、
お
わ
か

り
い
た
だ
け
ま
し
た
よ
う
で
す
ね
。

そ
う
、「
こ
こ
に
別
館
あ
り
き
…
」

で
す
。か
つ
て
の
当
館
の
建
造
物
を

記
念
す
る
た
め
に
も
…
…
。

（
上
野
仁
哉
）

正
門
の
チ
ケ
ッ
ト

売
り
場
の
裏
側
の

プ
レ
ー
ト

「
此
処
は
東
叡
山
寛
永
寺

本
坊
の
門
址
な
り

門
は
寛
永
二
年
の
創
建

に
か
か
り
明
治
初
年
本

館
へ
移
管
さ
れ
久
し
く

そ
の
正
門
た
り
し
が
昭

和
十
一
年
十
二
月
東
叡

山
輪
王
寺
に
移
さ
る

図
は
明
治
初
年
の
旧
構

を
示
す
」

10 寛
永
寺
本
坊
門
址
記
念
プ
レ
ー
ト

今
年
も
秋
は
中
国
書
画
の
名
品
を
精
選

し
て
展
示
し
ま
す
。絵
画
は
前
期
に「
宋
時

代
の
絵
画
」
を
特
集
し
ま
す
。'

李
氏
筆

瀟
湘
臥
遊
図
巻
、'

李
迪
筆

紅
白
芙
蓉

図
の
ほ
か
、昨
年
度
の
新
収
品
で
東
山
御

物
の
由
緒
を
も
つ
◎
伝
梁
楷
筆

雪
景
山

水
図
を
、◎
出
山
釈
迦
図
、'

雪
景
山
水
図

と
と
も
に
三
幅
揃
い
で
展
示
し
ま
す
。こ

の
梁
楷
の「
出
山
釈
迦

雪
景
山
水
」三
幅

対
の
展
示
は
、昭
和
五
十
一
年
の
東
山
御

物
展
（
根
津
美
術
館
・
徳
川
美
術
館
）
以

来
、実
に
二
十
八
年
ぶ
り
の
公
開
に
な
り

ま
す
。ま
た
、梁
楷
の
水
墨
画
を
代
表
す
る

◎
李
白
吟
行
図
、◎
六
祖
截
竹
図
も
合
わ

せ
て
展
示
し
ま
す
。梁
楷
の
作
品
を
心
ゆ

く
ま
で
御
鑑
賞
く
だ
さ
い
。後
期
は
◎
伝

石
恪
筆

二
祖
調
心
図
、'

因
陀
羅
筆

寒

山
拾
得
図
、◎
伝
顔
輝
筆

寒
山
拾
得
図
、

◎
李
在
筆

山
水
図
、徐
渭
筆

花
卉
雑
画

巻
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。書
跡
は
前
後
期

を
通
し
て
、'

碣
石
調
幽
蘭
第
五
、

行
書
三
帖
巻
、黄
庭
堅
筆
王
史
二
氏
墓
誌

銘
稿
巻
、'

圜
悟
克
勤
筆

印
可
状（
流
れ

圜
悟
）、'

張
即
之
筆

禅
院
額
字（
東
福

寺
蔵
）な
ど
の
歴
代
の
名
品
を
選
ん
で
展

示
し
ま
す
。

（
湊
　
信
幸
）

左から、'雪景山水図 梁楷筆 南宋時代・13世紀、◎出山釈迦図 梁楷筆 南宋時代・13世紀、
◎雪景山水図 伝梁楷筆 南宋～元時代・13～14世紀　の三幅対

■
中
国
書
画
■

梁
楷
の
名
品
、28
年
ぶ
り
に
三
幅
揃
っ
て
公
開

特
集
陳
列
「
中
国
書
画
精
華
」

前
期
10
月
5
日
（火）
〜
10
月
31
日
（日）

後
期
11
月
2
日
（火）
〜
11
月
28
日
（日）

東
洋
館
8
室
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修
理
作
品
の
展
示
と
多
様
な
講
座
・
舞
台
裏
ツ
ア
ー
な
ど
で
、

保
存
と
修
理
の
世
界
を
多
角
的
に
紹
介

10
月
26
日
（火）
〜
12
月
5
日
（日）

特
別
3
室
・
特
別
4
室

教育普及事業のお知らせ
講座・講演会
■月例講演会
9月25日（土）13時30分～15時（90分間）

「宋時代の彫漆」 当館副館長西岡康宏

10月23日（土）13時30分～15時（90分間）

「中国の山水画」 当館文化財部長湊信幸

11月13日（土）13時30分～15時（90分間）

「慈雲の生涯と思想」

京都大学名誉教授上山春平

12月4日（土）13時30分～15時（90分間）

「刀剣鑑賞入門」 当館上席研究員原田一敏

2005年1月15日（土）13時30分～15時（90分間）

「平安朝の貴族生活と『白氏詩巻』」

当館展示課長島谷弘幸

2月5日（土）13時30分～15時（90分間）

「金・銀・銅の芸術～東洋金工の魅力・入門編～」

当館事業企画課長松本伸之

3月19日（土）13時30分～15時（90分間）

「琳派の蒔絵

―本阿弥光悦、尾形光琳の作品を中心に―」

当館上席研究員小松大秀

会場：平成館大講堂

定員：380名（当日先着順）

聴講無料（ただし当日の入館料は必要）

※特別展開催期間中は12時15分より整理券を

配付する場合がございます。配布する場合は、

当日、正門で看板にて告知いたします。

親と子のギャラリー
■博物館ってどんなところ？：宝もの編
11月9日（火）～12月26日（日）

平成館1階企画展示室

博物館にあるもの

はすべて、ずっと伝

えていかなくては

ならない、たいせつ

な宝ものです。昨年

の「はたらく人たち

編」に続く「博物館

ってどんなところ？」シリーズの第二弾は、博

物館の宝もの「文化財」に焦点を当てます。博物

館には、みんなが宝ものと納得できるもの、ど

うしてこれが宝ものかと思うような意外なも

の、そのたいせつさが後から発見されたものな

ど、さまざまな文化財があります。これらにま

つわるおもしろいエピソードを紹介します。ま

た、「一番大きいものと小さいもの」「宝ものは

どこから来たの？」「博物館にある国宝につい

て」など、博物館によくあるお問い合わせにも

お答えします。文化財に親しむと同時に、その

たいせつさを知り、さらに自分にとってのたい

せつな宝ものについても考えてみていただけ

ればと思います。会期中には、博物館と宝もの

についてのワークショップも予定しています。

詳細は次号でご案内します。お楽しみに！

今
年
で
五
回
目
を
迎
え
る
本
展
覧
会
は
、

当
館
保
有
の
文
化
財
の
保
存
修
理
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
度
修
理
を
行
い
ま

し
た
百
七
十
一
件
の
な
か
か
ら
特
別
3
室

は
、
修
理
材
料
と
し
て
活
躍
す
る
和
紙
に

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
陳
列
と
し
、
前
九
年

合
戦
絵
巻
、
寺
島
宗
則
像
、
寸
松
庵
色
紙

な
ど
の
絹
、
和
紙
、
カ
ン
バ
ス
に
描
か
れ

た
作
品
と
修
理
に
使
用
す
る
和
紙
や
紙
質

検
査
等
に
つ
い
て
多
角
的
に
扱
い
ま
す
。

特
別
４
室
で
は
、
馬
冠
、
鉄
鋏
や
注
口
土

器
、
十
組
盤
、
タ
イ
更
紗
な
ど
多
様
な
素

材
の
修
理
作
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
講
座
や
講
演
会
、
さ
ら
に

保
存
科
学
の
現
場
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
も

実
施
し
ま
す
。

（
澤
田
む
つ
代
）

関連事業
１.小中学生のための文化財講座
“ようこそ！保存と修理の現場へ”
展示室や収蔵庫の環境整備や修理の具
体例、館内での鑑賞マナーなど文化財
の保存に関するレクチャーと展示室の
見学。
対　象：小学生（5・6年生）～中学生
日　時：11月23日（火・祝）

13時30分～14時15分
会　場：資料館セミナー室
定　員：60名（当日先着順）
◆13時15分に本館玄関前（館内）にお集
まりください

2. 見学ツアー（Ⅰ）
“保存と修理の現場へ行こう”
学校でのグループ参加を対象とした、
文化財の保存と修理についての解説お
よび修理室の見学ツアー。
対　象：中学生・高校生
日　時：12月1日（水）
第1回 10時30分～11時30分
第2回 14時～15時
会　場：平成館小講堂・修理室
定　員：30名 引率者を含む複数のグ

ループ（事前申込、先着順）
◆官製往復はがきでお申込ください。原
則として学校単位による教職員からの
申込となります。①～⑥を「往信用裏
面」に記載の上、お申込ください。
①学校名・学年 ②郵便番号・住所 ③
電話番号（学校および申込者）④参加
希望回（第2希望まで）⑤生徒の人数
⑥当日の引率者名（ふりがな）と人数

3. 見学ツアー（Ⅱ）
“保存と修理の現場へ行こう”
一般の参加者を対象とした、文化財の
保存と修理についての解説および修理
室の見学ツアー。
対　象：大学生以上・一般
日　時：第1回 10月27日（水）13時30分～15時

第2回 11月17日（水）13時30分～15時
会　場：平成館小講堂・修理室
定　員：各回30名（事前申込）

◆官製往復はがきでお申込ください。
締切：第1回 10月8日（金）必着

第2回 10月29日（金）必着
「往信用裏面」に郵便番号、住所、氏名
（ふりがな）、電話番号、年齢、希望日
を、「返信用表面」に郵便番号、住所、
氏名を明記して下記までお申込くだ
さい。1枚のはがきで1人のお申込と
なります。定員超過の場合は抽選。参
加通知をお送りします

【見学ツアーⅠ・Ⅱ申込先】
〒110-8712  台東区上野公園13-９
東京国立博物館教育講座室
「見学ツアー係」まで

4. 座談会「博物館の環境を守る」
日　時：11月20日（土）13時30分～15時
会　場：大講堂
定　員：380名（当日先着順）
出席者：神庭信幸（当館保存修復課長）・

本田光子（九州国立博物館（仮
称）設立準備室主幹）・長屋菜
津子（愛知県立美術館学芸員）

聴講無料（ただし当日の入館料が必要）
◆時間までに会場にお集まりください。
開場13時予定

5. ギャラリートーク（列品解説）
修理品の解説
日　時：
10月26日（火） 神庭信幸
「博物館における保存修復活動の新局面」
11月2日（火） 高橋裕次
「紙と修復」
11月9日（火） 和田　浩
「科学の目で見る文化財」
11月16日（火） 土屋裕子
「作品のオリジナリティについて」
11月24日（水） 澤田むつ代
「書画の表具裂」
＊各回とも14時～
会　場：本館特別3室・特別4室
聴講無料（ただし当日の入館料が必要）
◆当日時間までに会場にお集まりくだ
さい

修理前　縦にふたつに割れ、
各所に補修がみられる

修理後　裏面を型取りして製作した安定台
に載せた状態

馬冠　西周時代・
紀元前11世紀～紀元前8世紀

東
京
国
立
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
保
存
と
修
理
　
平
成
15
年
度
修
理
作
品

特
集
陳
列
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博
物
館
で
は
、展
示
や
解
説
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
皆
さ
ん
が
実
際
に
ご
覧
に
な
る
事
業
を

作
り
上
げ
る
た
め
、見
え
な
い
と
こ
ろ
で
多
く
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

新
連
載「
よ
う
こ
そ
！
博
物
館
の
舞
台
裏
へ
」で
は
、博
物
館
の「
も
う
一
つ
の
世
界
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。

第
一
回
は
、文
化
財
の
保
存
と
修
理
の
世
界
に
当
館
神
庭
保
存
修
復
課
長
が
ご
案
内
し
ま
す
。

「
保
存
と
修
理
の
世
界
」

ご
案
内
　
保
存
修
復
課
長

神
庭

信
幸

現
在
、東
京
国
立
博
物
館
で
は
約
十
一
万

件
、点
数
で
言
え
ば
一
〇
〇
万
点
以
上
の
収

蔵
品
と
、社
寺
や
個
人
等
か
ら
の
寄
託
品
を

あ
わ
せ
膨
大
な
数
の
文
化
財
を
保
管
し
て

い
ま
す
。
博
物
館
に
は
そ
れ
ら
を
永
く
後

世
に
伝
え
て
ゆ
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、優
れ
た
文
化
財
を
展
示
・
公
開
す

る
の
も
博
物
館
の
重
要
な
役
割
で
す
。
と

こ
ろ
が
作
品
は
、展
示
す
れ
ば
傷
み
ま
す
。

こ
の
保
存
と
公
開
の
両
立
は
博
物
館
に
と

っ
て
永
遠
の
課
題
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

保
存
と
修
理
の
世
界
は
、大
き
く
、三
つ

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一.

環
境
保

全
計
画
　
二.

修
理
・
修
復
　
三.

調
査
・

分
析
で
す
。
こ
の
環
境
〜
修
理
〜
調
査
・

分
析
を
き
ち
ん
と
順
序
立
て
る
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
三
つ
に
つ
い

て
順
に
ご
案
内
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
保
全
計
画

―
作
品
を
傷
め
な
い
努
力

文
化
財
の
保
存
と
修
理
と
い
う
と
、修
理

の
方
、つ
ま
り
傷
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
の
処

置
に
つ
い
て
取
り
ざ
た
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、よ
り
重
要
な
の
は
傷
ま
な
い

よ
う
に
、ま
た
傷
み
が
進
行
し
な
い
よ
う
に

作
品
を
保
存
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で

す
。人
間
が
病
気
に
か
か
ら
な
い
よ
う
普
段

か
ら
食
生
活
に
気
を
つ
け
た
り
し
て
予
防

す
る
の
と
同
じ
で
す
ね
。文
化
財
保
存
の
世

界
で
は
、こ
の
仕
事
を「
環
境
保
全
計
画
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。東
博
は
一
三
〇
年
を
超

え
る
歴
史
を
持
ち
、一
〇
〇
万
点
を
超
え
る

収
蔵
品
の
ほ
と
ん
ど
が「
古
美
術
」で
、千

年
以
上
前
に
制
作
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。材
質
も
紙
や
木
、布
な
ど
経

年
に
よ
り
劣
化
が
進
み
や
す
い
デ
リ
ケ
ー

ト
な
も
の
が
多
い
。と
こ
ろ
が
、１
年
間
に

本
格
的
に
修
理
が
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い

一
〇
〇
点
程
度
。修
理
だ
け
に
頼
っ
て
い
た

ら
一
万
年
た
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
。
修
理

の
順
番
を
待
つ
間
に
ど
ん
ど
ん
劣
化
が
進

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
文
化
財
に
と
っ
て
良

い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
か

お
わ
か
り
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。

「
環
境
保
全
計
画
」は
主
に
、適
正
な
温

湿
度
の
管
理
、虫
や
カ
ビ
か
ら
守
る
、汚
染

物
質
か
ら
守
る
、光
か
ら
守
る
、防
災
の
五

事
項
が
あ
り
ま
す
。

温
湿
度
の
管
理
に
は
、空
調
な
ど
を
使
っ

て
環
境
を
人
工
的
に
適
正
な
も
の
に
整
え

て
維
持
す
る
こ
と
と
、温
湿
度
の
変
化
を
小

さ
く
す
る
こ
と
で
適
正
な
環
境
の
維
持
に

努
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
際
に
は
、

電
気
な
ど
人
工
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
け
に

頼
ら
ず
に
安
定
し
た
環
境
を
保
つ
工
夫
が

必
要
で
す
。例
え
ば
収
蔵
庫
の
床
や
壁
に

は
、木
材
ま
た
は
同
様
の
特
性
を
も
つ
素

材
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、木
は
呼
吸
す

る
の
で
自
然
に
調
湿
材
の
役
割
を
果
た
し

ま
す
。そ
の
他
、
湿
度
調
節
剤
で
展
示
ケ

ー
ス
内
が
適
正
な
湿
度
に
な
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
古
来
の
日
本
人
の
知
恵
に
現

代
の
科
学
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
、
よ
り

適
正
な
環
境
で
作
品
を
保
管
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
の
で
す
。

展
示
室
や
収
蔵
庫
な
ど
作
品
が
置
か
れ

る
場
所
の
温
湿
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
、

全
館
に
毛
髪
温
湿
度
計
や
、デ
ー
タ
・
ロ
ガ

ー
と
呼
ば
れ
る
温
湿
度
を
記
録

す
る
機
材
を
設
置
し
、
合
計
約

一
三
〇
カ
所
を
測
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
で
得
た
デ
ー
タ
は

保
存
修
復
課
で
一
元
管
理
し
、作

品
の
置
か
れ
た
環
境
の
変
化
や

適
正
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
を

常
に
確
認
し
て
い
ま
す
。

虫
や
カ
ビ
対
策
と
し
て
は
、館

内
で
飲
食
で
き
る
エ
リ
ア
は
制
限
し
、作
品

の
あ
る
と
こ
ろ
に
虫
が
入
り
込
ま
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、ト
ラ
ッ
プ（
補

虫
器
）と
い
う
、い
わ
ゆ
る「
ゴ
キ
ブ
リ
ほ

い
ほ
い
」の
よ
う
な
も
の
を
設
置
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、館
内
で
虫
を
発
見
し

た
人
か
ら
の
連
絡
は
、生
息
状
況
の
把
握

に
役
立
ち
ま
す
。カ
ビ
対
策
で
は
、定
期
的

な
生
息
調
査
を
し
な
が
ら
、湿
度
管
理
と

清
掃
の
徹
底
に
よ
る
ほ
こ
り
や
す
す
の
除

去
に
よ
っ
て
、カ
ビ
が
発
生
し
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
は
、毎
年

「
環
境
報
告
書
」を
作
成
、管
理
状
況
の
評

価
の
基
礎
資
料
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、近
年
環
境
汚
染
へ
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
が
、大
気
汚
染
は
当
然
作
品
に

も
影
響
を
与
え
ま
す
。汚
れ
た
空
気
が
入
っ

展示ケース内への湿度調節剤設置

燻蒸作業。展示の前に、外から持ち込まれた作品など
についている虫や有害な物質を殺す

文化財防災ウィール（文化庁発行、文化
財保存修復学会監修） 専門家がつくっ
た危機管理マニュアル。災害発生から救
出までの要領が一目でわかる

｢毘沙門天立像｣のX線透過写真
撮影直後に仕上がり確認のため並べられたフィルム

ようこそ！�
博物館の舞台裏へ�

第
1
回
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て
こ
な
い
よ
う
、建
物
に
よ
っ
て
は
専
用
の

フ
ィ
ル
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、作
品
が
有
害
な
ガ
ス
に
さ
ら
さ
れ
な
い

よ
う
、作
品
に
直
接
触
れ
る
も
の
に
は
中
性

の
材
料
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、皆
さ
ん
か
ら
、展
示
室
が
暗

す
ぎ
る
、と
い
う
お
叱
り
を
う
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、作
品
は
光
に
よ
っ
て
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。
展
示
室
の
ラ
イ
ト

は
紫
外
線
が
出
ず
、色
を
忠
実
に
再
現
す

る
博
物
館
用
の
も
の
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
、作
品
の
材
質
に
よ
っ
て

は
明
る
さ
を
制
限
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、保
存
の
た
め
に
暗
く
て
見
づ
ら
く
な

ら
な
い
よ
う
、照
明
の
工
夫
に
も
知
恵
を

出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

地
震
対
策
と
し
て
は
、免
震
装
置
の
設

置
が
あ
り
ま
す
。
彫
刻
や
陶
磁
器
な
ど
の

展
示
台
が
二
重
の
も
の
が
あ
る
の
に
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、地
震
の
際
、

揺
れ
を
小
さ
く
す
る
免
震
台
を
置
い
て
い

る
か
ら
で
す
。
小
さ
い
も
の
の
場
合
は
テ

グ
ス
で
補
助
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
地

震
だ
け
で
な
く
、台
風
で
水
浸
し
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
、地
震
で
床
に
落
ち
て

作
品
が
粉
々
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
を
想
定
し
て
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
、「
い
ざ
」と
い
う
と
き

に
備
え
て
い
ま
す
。

修
理
・
修
復
―
傷
み
を
遅
ら
せ
る

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
て
も
文
化

財
は
年
を
経
る
ご
と
に
確
実
に
劣
化
し
て

い
き
ま
す
。
そ
こ
で
、応
急
処
置
と
し
て
小

規
模
な
修
理
を
行
い
な
が
ら
、劣
化
の
ス
ピ

ー
ド
を
遅
ら
せ
ま
す
。
絵
画
作
品
な
ど
の

古
い
マ
ッ
ト
を
有
害
な
酸
性
紙
か
ら
中
性

紙
に
替
え
る
、掛
け
軸
の
ひ
も
を
取
り
替
え

る
、彩
色
さ
れ
て
い
る
部
分
の
剥
落
を
止
め

る
な
ど
の
作
業
は
日
常
的
に
行
わ
れ
、個
々

の
作
品
を
展
示
に
耐
え
う
る
状
態
に
し
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
傷
ん
で
し
ま
っ
た
作
品
に
は
、

本
格
的
な
修
理
を
行
い
ま
す
。
現
在
、
館

内
の
修
理
室
で
は
、
四
年
計
画
で「
十
六
羅

漢
図
」の
修
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
す
べ
て
民
間
の
工
房
に
依
頼
し
て
い
た

書
画
の
修
復
作
業
を
、
二
年
前
か
ら
少
し

ず
つ
で
す
が
館
内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
館
の
中
で
修
理
を

す
れ
ば
、
一
つ
の
作
品
あ
る
い
は
作
品
群

を
長
期
的
に
ケ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

修
理
の
行
程
記
録
は
全
て
館
の
資
料
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
本
格
修
理
だ
け
で
な
く
、

ち
ょ
っ
と
し
た
応
急
処
置
を
専
門
技
術
者

の
手
で
、
し
か
も
館
内
で
迅
速
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
日
常
的
に
き
め
細
か
な

作
品
の
ケ
ア
を
し
て
ゆ
く
に
は
、
こ
う
し

た
専
門
技
術
者
の
存
在
は
不
可
欠
と
い
え

ま
し
ょ
う
。

修
復
を
ど
こ
ま
で
や
る
か
、ど
の
材
料
や

方
法
を
用
い
る
か
を
決
め
る
の
は
、一
通
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
作
業
は
大
変
細
か

な
も
の
で
す
。

調
査
・
分
析
―
歴
史
を
甦
ら
せ
る

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
が
現
在
ど
の
よ
う
な

状
態
に
あ
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
環
境
保

全
計
画
を
立
て
る
上
で
、
ま
た
、
修
理
す

る
作
品
の
優
先
順
位
、
方

針
・
方
法
を
決
め
る
上
で
不

可
欠
で
す
。
ま
た
、
作
品
の

調
査
は
非
破
壊
、
つ
ま
り
作

品
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
が
大

原
則
で
す
。

現
在
は
法
隆
寺
献
納
宝

物
の
染
織
品
の
染
料
調
査
を

計
画
中
で
す
。
こ
れ
は
、
法

隆
寺
宝
物
館
で
行
わ
れ
て
い

る
染
織
品
の
修
理
の
過
程
で

得
ら
れ
た
染
料
の
粉
を
使

い
、千
年
以
上
前
に
制
作
さ

れ
た
布
が
何
で
染
め
ら
れ
て

い
た
か
を
調
べ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

修
理
に
あ
た
っ
て
は
、必
ず
事
前
調
査
を

行
い
、作
品
の
現
状
や
過
去
の
修
復
箇
所
に

つ
い
て
そ
の
程
度
や
部
位
を
知
っ
た
上
で

最
適
な
処
置
の
方
法
を
検
討
し
ま
す
。ま
ず

は
、肉
眼
に
よ
る
観
察
、さ
ら
に
ル
ー
ペ
や

顕
微
鏡
で
じ
っ
く
り
観
察
し
ま
す
。次
に
、

写
真
記
録
を
と
り
ま
す
。写
真
は
、通
常
の

フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
写
真
の
他
、光
を
資
料
の

表
面
に
平
行
に
照
射
す
る
測
光
線
写
真（
表

面
の
記
録
に
最
適
）、赤
外
線
写
真
、紫
外
線

蛍
光
写
真
、Ｘ
線
透
過
写
真
な
ど
が
あ
り
ま

す
。Ｘ
線
写
真
は
、内
部
構
造
を
見
る
の
に

最
適
な
の
で
、作
品
制
作
の
技
術
の
解
明
に

役
立
ち
ま
す
。

科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、制
作
当
時
の

技
術
や
材
料
を
推
定
す
る
た
め
に
得
ら
れ

る
情
報
が
飛
躍
的
に
増
え
た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。こ
う
し
た
調
査
は
、
当
時

ど
の
よ
う
な
材
料
が
多
く
流
通
し
て
い
た

か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
技
術
が
発
達
し
て
い

た
か
な
ど
の
社
会
背
景
を
知
る
可
能
性
を

広
げ
ま
す
。調
査
に
よ
っ
て
歴
史
が
復
元
さ

れ
て
い
く
の
で
す
。（
構
成
　
鬼
頭
智
美
）

「十六羅漢図」の修理。オリジナルでない部分を除去し、そ
こに絹をうめる補絹という作業。この際、真新しい絹でな
く、わざと劣化した絹を使い、他の部分と違和感がないよ
うにする

左：法隆寺献納宝物｢広東綾幡｣の修理。展示に耐えうるよ
う、20年以上前にかたく縫いつけられた台ぎれから外して
元の形に戻しているところ。縫い糸を１本１本外す作業は
本当に根気のいる気の長い作業。この後本格修理にかかる
右：修理室内の道具置き場。さまざまなはけや修理記録の
ファイルが整然と並ぶ

蛍光X線調査。絵具や地塗りの種類を調べる

粉になってしまった染織品の部分。紫は弱いようである。
これらは修理の際得られた貴重なサンプル

X線撮影をする部屋（放射線管理区域）のすぐ
外で撮影状況を確認

X線撮影　
仏像の後ろにX線フィルムを置いて撮影する。
修理の際にはこのような撮影が行われる

※特集陳列「東京国立博物館コレクションの保存と修理」2004年10月26日（火）～12月5日（日）本館特別3・4室　詳しくは本誌11ページをご覧ください。
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◆コンサート・演劇公演のお知らせ◆
東
京
国
立
博
物
館
賛
助
会
員
募
集
の
ご
案
内

◆
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
企
画
の
お
知
ら
せ

９
月
１
日
の
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
を
祝
し
て
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、ホ

テ
ル
オ
ー
ク
ラ
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
、レ
ス
ト

ラ
ン
ラ
コ
ー
ル
で
、記
念
企
画
を
予
定
し
て

い
ま
す
。ご
来
館
の
際
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間
9
月
1
日
（水）
〜
26
日
（日）

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

（
本
館
地
下
／
東
洋
館
1
階
）

２
０
０
０
円
以
上
お
買
い
あ
げ
の
お
客

様
に
、
東
京
国
立
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
シ
ョ
ッ
プ
特
製「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」

を
も
れ
な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ

ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス

（
法
隆
寺
宝
物
館
）

１
「
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」特
別
メ
ニ
ュ
ー

を
ご
提
供
し
ま
す
。

２
ラ
ン
チ
プ
レ
ー
ト
な
ど
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー

を
お
食
事
さ
れ
た
お
客
様
に「
プ
チ
デ
ザ

ー
ト
」を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

３
１
回
の
お
食
事
で
お
一
人
様
１
５
０
０
円

以
上
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
い
た
お
客

様
は
、「
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
お
食
事
券
」

「
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
商
品
」な
ど
が
当
た

る
ス
ピ
ー
ド
く
じ
が
ひ
け
ま
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン

ラ
コ
ー
ル

（
東
洋
館
）

１
「
本
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」特
別
メ
ニ
ュ
ー

を
ご
提
供
し
ま
す
。

２
１
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
お
食
事
さ
れ
た
お

客
様
に「
デ
ザ
ー
ト
メ
ニ
ュ
ー（
限
定
２

品
く
ら
い
）」か
ら
、
お
好
き
な
デ
ザ
ー

ト
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

３
１
回
の
お
食
事
で
お
一
人
様
１
５
０
０
円

以
上
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
い
た
お
客

様
は
、「
精
養
軒
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
」

「
お
菓
子
の
詰
め
合
わ
せ
」な
ど
が
当
た

る
く
じ
が
ひ
け
ま
す
。

匡人様
岩沢重美様
高田朝子様
齋藤 京子様
齋藤 邦裕様
株式会社安井建築設計事務所様
株式会社ナガホリ様
井上 静男様
和田 喜美子様
佐々木 芳絵様
藤原 紀男様
小田 昌夫様
吉岡 昌子様
松本建設株式会社様
関谷 徳衛様
高橋 守様
小澤 桂一様
株式会社光彩工芸様
上久保 のり子様
寺本 明男様
櫛田 良豊様
株式会社スタイルカフェ・ドット・ネット様
長谷川 英樹様
池田 孝一様
木村 剛様
観世 あすか様
コクヨ株式会社様
星埜 由尚様
関口 大志様
株式会社鴻池組東京本店様
株式会社アクタス様
林 宗毅様

〈ほか6名3社、順不同〉

特別会員
日本電設工業株式会社様
東京電力株式会社様
株式会社コア様
明治安田生命保険相互会社様
株式会社精養軒様
毎日新聞社様　
大日本印刷株式会社様
株式会社大林組東京本社様
朝日新聞社様
株式会社ホテルオークラエンタープライズ様
株式会社ミロク情報サービス様
TBS 様
NHK 様
東京新聞・中日新聞社様
株式会社電通様
読売新聞東京本社様

維持会員
三菱電機ビルテクノサービス株式会社様
早乙女 節子様
株式会社三冷社様
宇津野 和俊様
伊藤 信彦様
小金井造園株式会社様
財団法人ソニー教育財団様
株式会社 NTTドコモ様
斎藤 京子様
井上 萬里子様
田添 博様
京菓匠
株式会社東京美術様

東京国立博物館賛助会員 2004年7月31日現在

岡田博美ピアノコンサ－ト
日　時 10月4日（月） 18時30分開場、19時開演

場　所 東京国立博物館　平成館ラウンジ

演　奏 岡田博美

主　催 東京国立博物館、サロン・ド・ソネット

演奏曲 J.S. バッハ：コラ－ル「主よ人の望みの喜びよ」
アルベニス：イベリア第2巻
矢代秋雄：ノクチュルヌ（1947／1949）
ショパン：ノクタ－ンOp.15 No.2
リャプノフ：レスギンカ（超絶技巧練習曲第10番）ほか

料　金 5,000円（平常展入場券付）

チケットのお求め方法
●当館正門観覧券売り場でチケット販売
受　付　開館日の9時30分～16時30分
9月末までの土、日、祝、休日は17時30分まで、特別展開催期間中の金曜日は19時30分まで
●電話予約販売
申込先　東京国立博物館イベント担当　TEL 03－3821－9270
受　付　9時30分～17時（月曜～金曜）
＊チケットは、当館正門観覧券売り場にて現金引換にてお渡しします。

ク・ナウカシアタ－カンパニ－演劇公演
「アンティゴネ」
『オイディプス王』と並ぶギリシャ悲劇の傑作にク・ナウカ
が挑みます。ギリシャでの公演後の帰国公演となります。
日　時　10月8日（金）～20日（水）（12日（火）は休演）

月・火・木・土・日曜は19時半、水曜は19時、
金曜は20時開演

会　場　東京国立博物館　本館前庭野外特設舞台
出　演　ク・ナウカシアターカンパニー
主　催　東京国立博物館、ク・ナウカシアタ－カンパニ－
料　金　前売・予約一般　4,300円（平常展入場券付）

当日一般　4,500円　学生席　2,500円（平常展入場券付）
団体（10名以上）4,000円／枚

＊チケットは東京国立博物館窓口、ク・ナウカ、チケットぴあで販売

＊チケットの予約、お問い合わせは　
ク･ナウカ　TEL 03-3779-7653

東
京
国
立
博
物
館
で
は
賛
助

会
員
制
度
を
設
け
、当
館
を
幅
広

く
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。賛
助
会
員
よ
り
い
た
だ
い
た

会
費
は
、文
化
財
の
購
入
・
修
理
、

調
査
研
究
、平
常
展
・
施
設
整
備

等
の
充
実
に
充
て
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
賛
助
会
の
趣
旨
に
ご
理

解
ご
賛
同
い
た
だ
き
、ご
入
会
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

入
会
日
よ
り
１
年
（
入
会
月

の
翌
年
同
月
末
日
ま
で
）有
効

賛
助
会
員
に
は
、特
別
会
員
と
維

持
会
員
と
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

年
会
費

特
別
会
員
　
　
１
０
０
万
円
以
上

維
持
会
員
　
　
法
人
　
20
万
円

個
人
　
５
万
円

特
　
典

●
特
別
展
の
特
別
内
覧
会
に
ご
招
待

●
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
の
送
付

＊
賛
助
会
員
の
お
申
し
込
み
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す

＊
ご
希
望
の
方
に
は
資
料
お
よ
び
東

京
国
立
博
物
館
賛
助
会
員（T

N
M

M
em
bers

）入
会
申
込
書
を
お
送
り

し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は

東
京
国
立
博
物
館
営
業
開
発
部

賛
助
会
担
当

℡
０
３
―
３
８
２
２
―
１
１
１
１（
代
）
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本
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
て
、「
東
京
国
立
博
物
館
日
本
美
術

五
十
選
」
と
新
し
い
本
館
の
展
示
案
内
を

盛
り
込
ん
だ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
刊
行
し
ま

す
。「
五
十
選
」
で
は
当
館
の
所
蔵
品
か

ら
特
に
名
品
と
さ
れ
る
も
の
、
人
気
の
高

い
も
の
を
よ
り
す
ぐ
り
、
作
品
の
部
分
拡

大
も
盛
り
込
ん
だ
豊
富
な
カ
ラ
ー
写
真
と

や
さ
し
い
解
説
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
作
品

を
間
近
で
見
る
よ
う
な
迫
力
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。
日
本
語
版
の
ほ

か
英
語
版
も
刊
行
予
定
。
海
外
へ
の
お
土

産
に
も
最
適
で
す
。

「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
に
は
東
京
国
立
博

物
館
の
施
設
や
利
用
案
内
に
関
す
る
情

報
、
所
蔵
品
の
情
報
を
集
約
し
て
い
ま

す
。
建
築
の
魅
力
を
紹
介
す
る
写
真
、
現

在
所
蔵
し
て
い
る
国
宝
91
件
の
全
リ
ス
ト

を
掲
載
。「
仏
像
―
三
国
伝
来
の
足
跡
を

た
ど
る
」「
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
む
」
な
ど

テ
ー
マ
別
観
覧
コ
ー
ス
も
提
案
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
片
手
に
館
内
を

回
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
発
見
が

あ
る
は
ず
で
す
。

◆『
M
U
S
E
U
M
』5
9
1
号

（
平
成
16
年
8
月
15
日
発
行
）の
掲
載
論
文

特
集：

東
福
寺
の
中
世
彫
刻

①
「
東
福
寺
仏
殿
釈
迦
三
尊
像
に
つ
い
て
」

浅
見
龍
介（
当
館
出
版
企
画
室
長
）

②
「
東
福
寺
仏
殿
の
四
天
王
像

―
多
聞
天
を
中
心
に
―
」

山
本
勉（
当
館
教
育
普
及
室
長
）

③
「
東
福
寺
の
彫
刻

―
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
遺
品
を
中
心
に
―
」

根
立
研
介（
京
都
大
学
助
教
授
）

＊
購
読
の
お
問
い
合
わ
せ
は

当
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ

℡
０
３
―
３
８
2
2
―
0
0
8
8
ま
で

東京国立博物館友の会＆パスポート
年会費 1万円 発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良国立博物館3館の平常展は
何度でもご覧いただけます。特別展に関しては、観覧券を
12枚配布。そのほか、本誌の定期郵送や、友の会対象の
イベント・講演会の開催などさまざまな特典があります

一般 3000円 学生 2000円
発行日から1年間有効

特　典 東京・京都・奈良国立博物館3館の平常展
は何度でもご覧いただけます。特別展に関しては、各
1回計6回までご覧いただけます
◆お申し込みは当館の窓口あるいは郵便振替で
友の会
加入者名（振替先） 東京国立博物館友の会　
口座番号 00160－6－406616
金　　額 1万円

＊振替用紙には職業・年齢・性別・メールアドレス・
ご希望のプレゼント番号（下記①～④の中からお選び
ください）を楷書でご記入ください
①双筆箋『秋冬山水図』 ②双筆箋『夏秋草図屏風』
③一筆箋『見返り美人図』 ④クリアファイル＆浮世
絵ボールペン

パスポート
加入者名（振替先） 東京国立博物館パスポート　
口座番号　00120－3－665737
金　　額　一般3000円､学生2000円

＊振替用紙には申込区分（一般か学生）、学生の場合は
学校名および学生証番号を楷書でご記入ください
＊振替用紙の半券が領収書になります。会員証、パスポ
ートチケットが届くまで保管しておいてください
＊振替手数料はお客様の負担となります
＊郵便振替でのお申込には2週間かかります

◆お問い合わせ
TEL 03－3822－1111（代）友の会・パスポート担当

東京国立博物館ニュース定期郵送のご案内
本誌の定期郵送をご希望の方は、年間（6冊分）
1000円の送料・事務費のご負担でお届けします

◆お申し込みは郵便振替で
加入者名（振替先） 東京国立博物館ニュース
口座番号　00100－2－388101

＊振替用紙には郵便番号･住所･氏名（ふりがな）･電話
番号を楷書でご記入ください
＊お申し込みは1年ごととなります。複数年のお申し
込みは受けられませんのでご了承ください
＊振替用紙の半券が送料の領収書になります。1年間保
管しておいてください
＊振替手数料は申込者のご負担となります
＊次号より送付ご希望の場合、締め切りは10月10日です

東京国立博物館利用案内
開館時間：9時30分～17時、4月～11月の特別展

開催期間中の金曜日は20時まで、4月～
9月の土・日・祝・休日は18時まで
（入館は閉館の30分前まで）

休 館 日：毎週月曜日（祝日、休日の場合は翌日）、
年末年始（12月28日～1月1日）。ゴールデ
ンウイークおよび夏休み期間（7月20日
～8月31日）は原則として無休

平常展観覧料金
一般420（210）円、大学生130（70）円
＊（ ）内は20名以上の団体料金
＊障害者とその介護者1名は無料です。入館の際に障害
者手帳などをご提示ください

＊満65歳以上、および高校生以下の方の平常展観覧は
無料です。入館の際に年齢のわかるもの（生徒手帳、
健康保険証、運転免許証など）をご提示ください

9月20日（月・祝）敬老の日は無料観覧日です

東
京
国
立
博
物
館
に
は
7
ヶ
所
変
電

所
が
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
ら
が
問
題
な
く

稼
働
し
、電
気
が
無
駄
な
く
使
用
さ
れ
る

よ
う
、
中
央
監
視
室
で
調
整
し
て
い
ま

す
。夏
場
は
一
日
で
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を

超
え
る
電
力
が
消
費
さ
れ
ま
す
が
、こ
れ

を
い
か
に
効
率
よ
く
全
館
に
配
分
す
る
か

が
重
要
で
す
。
空
調
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、

照
明
な
ど
電
気
が
関
わ
る
機
器
の
管
理
も

す
べ
て
仕
事
の
う
ち
で
す
。始
業
時
間
と

開
館
時
間
の
前
後
は
、い
っ
せ
い
に
さ
ま

ざ
ま
な
電
気
機
器
が
動
き
始
め
る
の
で
最

も
大
変
な
時
間
帯
で
す
。博
物
館
に
電
気

技
師
と
し
て
働
き
始
め
て
三
十
四
年
。入

っ
た
と
き
は
、ま
ず
こ
の
広
い
敷
地
内
す

べ
て
の
電
気
系
統
と
コ
ン
セ
ン
ト
の
位
置

な
ど
天
井
裏
か
ら
地
下
ま
で
歩
き
回
っ
て

覚
え
ま
し
た
。当
時
に
比
べ
る
と
新
し
い

建
物
が
加
わ
り
、パ
ソ
コ
ン
な
ど
電
気
を

使
う
機
器
の
使
用
量
は
増
え
る
一
方
、環

境
問
題
が
深
刻
に
な
っ
て
節
電
も
重
要
な

課
題
で
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
夜
間
電
力

を
有
効
利
用
す
る
設
備
を
配
置
、省
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。貴
重

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
1
0
0
％
有
効
に
使
わ

れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

環境整備室（電気担当） 中島光吉さん

電気の見張り番

友の会

パスポート

◆
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念「
日
本
美
術
五
十
選
」

「
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の
刊
行
の
お
知
ら
せ

「東京国立博物館 日本美術五十選」
B5判 128ページ オールカラー 1200円（予価）
「東京国立博物館ハンドブック」
A5判 56ページ オールカラー 販売価格未定
9月1日刊行

�

�
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リニューアルレクチャー 14:00、14:30 平成館大講堂

＝ボランティアによる樹木ツアー 場所：前庭内
＝ボランティアによる浮世絵版画展示ガイド 場所：本館2F
＝ボランティアによる本館ハイライトツアー 場所：本館
＝ボランティアによる陶磁展示エリアガイド 場所：本館1F
＝ボランティアによる考古展示室ガイド 場所：平成館考古展示室
＝ボランティアによる法隆寺宝物館ガイド 場所：法隆寺宝物館

〈奈良国立博物館〉 10月30日（土）～11月15日（月）
特別展「正倉院展」

東
京
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
第
6
6
7
号
　
平
成
16
年
9
月
1
日
発
行（
隔
月
1
回
奇
数
月
発
行
）
編
集
／
東
京
国
立
博
物
館
広
報
室
　
○Ｃ
東
京
国
立
博
物
館

発
行
／
東
京
国
立
博
物
館
　
〒
1
1
0
―
8
7
1
2
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
13
―
9

T
E
L
0
3
―
3
8
2
2
―
1
1
1
1
（
大
代
表
）
＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
U
R
L
〉http://w

w
w
.tnm
.jp/

独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈
U
R
L
〉http://w

w
w
.N
atM
us.jp/

制
作
・
印
刷
／（
株
）D
N
P
ア
ー
カ
イ
ブ
・
コ
ム

〈京都国立博物館〉 10月19日(火）～11月28日(日）
特別展覧会｢守屋コレクション寄贈50周年記念 古写経―聖なる文字の世界―」
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FRI

SAT

SUN
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WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

※1 リレーレクチャー｢日本美術12000年」13:30、14:45 平成館大講堂

※1 リレーレクチャー｢日本美術12000年」13:30、14:45 平成館大講堂
14:00

列品解説「銅鐸の絵画｣ 14:00 本館特別4室

14:00 14:30 15:00

14:00

14:00 14:30

時間延長（18:00まで） 14:00 14:10 14:30 15:00
記念講演会「生まれ変わった本館」13:30 平成館大講堂
雅楽演奏 13:00、15:00 本館エントランスホール

時間延長（18:00まで） 14:00 14:30
雅楽演奏 13:00、15:00 本館エントランスホール

休館日

休館日

列品解説「中世水墨画の賛について｣ 14:00 本館3室
14:00 14:30 15:00

列品解説「日御碕神社所蔵国宝白糸威鎧－
文化二年の修理を中心に－」14:00 本館6室

14:30 15:00
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FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

MON

TUE

WED

THU

FRI

SAT

SUN

夜間開館（20:00まで） 14:30

14:00 14:10 14:30 15:00

14:30

※3 リニューアルトーク「女性と美術」13:30 本館特別5室
14:00

列品解説「黒花崗岩製サクメト女神倚像について」
東洋館第3室

14:00 14:30 15:00

※4 記念講演会「中国の仏教美術」13:30 平成館大講堂
14:00 14:10 15:00

14:00

列品解説「仏像の彩色」 本館11室

14:00

夜間開館（20:00まで） 14:00 14:30

夜間開館（20:00まで） 14:30

月例講演会｢中国の山水画」13:30 平成館大講堂
14:00 14:10 15:00

14:00 14:30

列品解説「博物館における保存修復活動の新局面」
本館特別3･4室

※7 記念講演会「中国考古学の新発見」13:30 平成館大講堂
14:00 14:10 15:00

14:30

14:00 14:30

休館日
※2 岡田博美 ピアノコンサート 19:00 平成館ラウンジ

※1は毎回内容が違います。詳しくは本誌5ページをご覧ください。
※2,3,5は有料イベントです。詳細は、本誌5ページ（※3）、14ページ（※2,5）をご覧ください。
※4,6,7は事前申込制です。詳しくは本誌7ページ（※4,7）、11ページ（※6）をご覧ください。
＊上記の予定は予告なく変更になることがあります。
当日の予定は､インフォメーションカウンターでご確認ください。

｢中国国宝展」

14:00

月例講演会「宋時代の彫漆」13:30 平成館大講堂
時間延長（18:00まで）

時間延長（18:00まで） 14:00 14:30

14:00 14:30

時間延長（18:00まで） 14:00

※1 リレーレクチャー｢日本美術12000年」13:30、14:45 平成館大講堂
14:30

時間延長（18:00まで） 14:00 14:10 14:30 15:00
リニューアルトーク「大好き！日本美術」13:30 本館特別5室

時間延長（18:00まで） 14:30

休館日

14:00 14:30 15:00

14:00

14:00 14:30

テーマ別講演会“日本の水墨画”第4回「水墨画の変容」13:30  平成館大講堂
時間延長（18:00まで）

無料観覧日　時間延長（18:00まで）

夜間開館（20:00まで）

列品解説「梁楷の三幅対について」 東洋館第8室
14:00 14:30 15:00

14:00 14:30 15:00

※6見学ツアー（Ⅱ）“保存と修理の現場へ行こう”13:30
14:30 15:00

14:00

夜間開館（20:00まで） 14:00 14:30

14:00 14:10 14:30 15:00

14:00 14:30

東京国立博物館 9月・10月の展示・催し物2004年9月 2004年10月

時間延長（18:00まで） 14:00 14:30

本館リニューアルグランドオープン

休館日

※5 演劇公演｢アンティゴネ」

｢アンティゴネ」最終日

休館日

休館日

休館日

11/28まで

14:30 15:00

14:00 14:10 15:00

14:00 14:10 15:00

14:00 14:30
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